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「
普
通
会
計
」
と
い
う
区
分
に
基
づ
い

て
、
他
団
体
と
の
比
較
を
し
な
が
ら
決
算

の
中
身
を
説
明
し
ま
す
。
グ
ラ
フ
を
中
心

に
構
成
し
て
い
ま
す
の
で
、
佐
用
町
の
財

政
状
況
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
「
普
通
会
計
」
は
、
毎
年
総
務
省
が
全

国
の
自
治
体
を
対
象
に
行
う
地
方
財
政
状

況
調
査
（
通
称
「
決
算
統
計
」）
の
会
計

区
分
で
す
。
会
計
の
構
成
や
範
囲
は
各
自

治
体
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
財
政
比
較
や

統
一
的
な
掌
握
が
難
し
い
た
め
、
統
計
上

こ
の
よ
う
な
統
一
的
区
分
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

佐
用
町
の
普
通
会
計
の
範
囲
は
一
般
会

計
、
朝
霧
園
特
別
会
計
、
西
は
り
ま
天
文

台
公
園
特
別
会
計
そ
し
て
歯
科
保
健
特
別

会
計
の
四
会
計
で
す
。
た
だ
し
、
普
通
会

計
の
総
額
は
こ
れ
ら
四
会
計
の
単
純
合
計

と
は
一
致
し
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
の
会
計

の
合
計
額
に
は
、
お
互
い
に
出
し
入
れ
し

て
い
る
お
金
（
繰
出
金
ま
た
は
繰
入
金
）

な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
単
純
に
合

算
す
る
と
二
重
計
上
に
な
る
か
ら
で
す
。

平
成
18
年
度 

決
算　 　
目
で
見
る

　
　
　
　
　
　

佐 

用 

町 

の 

財 

政 

状 

況

平成１８年度に改築した久崎小学校体育館
平
成
18
年
度
の
佐
用
町
歳
入
歳
出
決
算
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

◉ 

歳
入
の
主
な
用
語
の
解
説

●
地
方
税
…
町
民
税
（
個
人
、
法

人
）、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車

税
な
ど
、
住
民
の
み
な
さ
ん
に
納

め
て
い
た
だ
い
た
税
金
で
す
。

●
地
方
交
付
税
…
町
の
財
政
力
に

応
じ
て
国
か
ら
交
付
さ
れ
た
お
金

で
す
。

●
地
方
譲
与
税
等
…
自
動
車
重
量

譲
与
税
、
地
方
道
路
譲
与
税
、
地

方
消
費
税
交
付
金
、
ゴ
ル
フ
場
利

用
税
交
付
金
、
自
動
車
取
得
税
交

付
金
な
ど
、
国
や
県
が
い
っ
た
ん

集
め
た
も
の
が
交
付
金
と
し
て
佐

用
町
に
配
分
さ
れ
た
お
金
で
す
。

●
国
庫
支
出
金
…
事
務
・
事
業
に

対
し
て
国
か
ら
交
付
さ
れ
た
お
金

で
す
。

●
県
支
出
金
…
事
務
・
事
業
に
対

し
て
県
か
ら
交
付
さ
れ
た
お
金
で

す
。

●
地
方
債
…
大
き
な
事
業
を
す
る

と
き
に
借
り
た
お
金
で
す
。

●
繰
入
金
…
積
立
金
の
取
崩
し
金

や
他
の
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
た
お

金
で
す
。

●
そ
の
他
…
使
用
料
、
手
数
料
、

財
産
収
入
、
諸
収
入
な
ど
で
す
。
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平成 18 年度　普通会計　歳入内訳（単位：万円）
区　　分 平成 18 年度 Ａ 平成 17 年度 Ｂ 増減額 増減率

決算額 構成比(%) 決算額 構成比(% ) Ａ - Ｂ （％）
地方税 23 億 3,577 15.5 23 億 3,635 15.5 △ 58 0.0
地方交付税 53 億 9,593 35.8 53 億 9,868 35.8 △ 275 △ 0.1
地方譲与税等 8 億 2,902 5.5 7 億 5,413 5.0 7,489 9.9
国庫支出金 5 億 6,110 3.7 6 億 7,281 4.5 △ 1 億 1,171 △ 16.6
県支出金 9 億 2,859 6.2 11 億 8,648 7.9 △ 2 億 5,789 △ 21.7
地方債 34 億 6,580 23.0 15 億 8,920 10.5 18 億 7,660 118.1
繰入金 6 億 9,793 4.6 27 億 3,066 18.1 △ 20億3,273 △ 74.4
その他 8 億 7,649 5.8 10 億 5,177 2.7 △ 1 億 7,528 △ 16.7
歳入合計 150 億 9,063 100.0 157 億 2,008 100.0 △ 6 億 2,945 △ 4.1

（注）平成 17 年度は合併前（H17.4.1 ～ H17.9.30）の旧団体分（佐用町、上月町、
　　　南光町、三日月町、佐用郡広域行政事務組合、大撫山開発一部事務組合）と、
　　　合併後（H17.10.1 ～ H18.3.31）の新町分の額を通年で集計した数値

平成 18年度　普通会計　歳出性質別内訳（単位：万円）
区　　分 平成 18 年度 Ａ 平成 17 年度 Ｂ 増減額 増減率

決算額 構成比 (% ) 決算額 構成比(%) Ａ - Ｂ （％）
義務的経費 59 億 2,445 39.6 62 億 5,132 41.8 △ 3 億 2,687 △ 5.2

人件費 33 億 3,445 22.3 36 億 7,226 24.5 △ 3 億 3,781 △ 9.2
扶助費 6 億 1,681 4.1 6 億 0,394 4.0 1,287 2.1
公債費 19 億 7,319 13.2 19 億 7,512 13.2 △ 193

投資的経費 21 億 9,984 14.7 26 億 2,972 17.6 △ 4 億 2,988 △ 16.3
その他の経費 68 億 4,608 45.7 67 億 6,066 45.2 8,542

物件費 15 億 1,466 10.1 19 億 1,766 12.8 △ 4 億 0,300 △ 21.0
維持補修費 7,337 0.5 1 億 5,582 1.0 △ 8,245 △ 52.9
補助費等 8 億 0,706 5.4 11 億 7,399 7.8 △ 3 億 6,693 △ 31.3
繰出金 14 億 7,719 9.9 15 億 3,230 10.2 △ 5,511 △ 3.6
その他 29 億 7,380 19.8 19 億 8,089 8.8 9 億 9,291 50.1
歳出合計 149 億 7,037 100.0 156 億 4,170 100.0 △ 6 億 7,133 △ 4.3

( 注 ) 平成 17 年度の数値は「平成 18 年度普通会計歳入内訳」と同様の集計方法

平成 18年度　　佐用町会計別決算額一覧（単位：万円）
会　計　区　分 歳　入 歳　出 差　引
一　般　会　計 148 億 5,908 147 億 3,982 1 億 1,926

特

別

会

計

国民健康保険 20 億 7,080 20 億 6,403 677
老人保健 31 億 6,672 31 億 6,672 0
介護保険（事業勘定） 15 億 6,231 15 億 4,667 1,564
介護保険（サービス事業勘定） 509 509 0
朝霧園 1 億 2,453 1 億 2,453 0
簡易水道事業 7 億 0,555 6 億 9,981 574
特定環境保全公共下水道事業 10 億 4,795 10 億 4,056 739
生活排水処理事業 3 億 9,220 3 億 9,085 135
西はりま天文台公園 2 億 1,430 2 億 1,330 100
笹ケ丘荘 1 億 1,530 1 億 1,530 0
歯科保健 2,674 2,674 0
宅地造成事業 1,827 1,701 126
農業共済事業 1 億 0,241 1 億 0,004 237
石井財産区 391 2 389

特別会計合計 95 億 5,608 95 億 1,067 4,541

水　道　事　業　会　計 1 億 4,044 2 億 4,772 △ 1 億 0,728

◉ 歳出の主な用語の解説
●人件費…職員に対して支給
される給与、特別職などに対
する報酬です。
●扶助費…児童福祉費、老人
福祉費など、社会保障制度の
一環として、生活困窮者、児
童、高齢者、心身障害者等を
援助するための経費です。
●公債費…地方債の元金と利
子の償還金です。
●投資的経費…建物や道路・
橋など、将来に残るものに支
出される経費や災害復旧費で
す。
●物件費…旅費、消耗品費、
電話代、光熱水費、少額な備
品購入費など、行政上必要な
消費的経費の総称です。
●維持補修費…建物や道路・
橋などの修繕に要した経費で
す（災害復旧を除く）。
●補助費等…各種団体への補
助金や、一部事務組合への負
担金などとして支出された経
費です。
●繰出金…国民健康保険、介
護保険、簡易水道事業、下水
道事業特別会計など普通会計
以外の会計の補てんのために
支出された経費です。
●その他…積立金、投資及び
出資金などです。

《 目で見る佐用町の財政状況 》
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②  経常収支比率の状況

　《  説明  》　佐用町は近隣類似町と比べて人件費の割合が高くなっていますが、佐用町が消防、ごみ・し尿処理、農業共
済などの業務を町単独で行っているのに対し、近隣類似町は他市町と共同で一部事務組合がその業務を行っているためで
す。その結果、近隣類似町は一部事務組合への負担金（その他に含まれています）が、佐用町に比べて多くなっています。
　県平均を見ても佐用町の人件費の割合は高く、合併２年目であり高コストとなっています。集中改革プランに基づき平
成 27 年度までに約 19％の職員削減に取り組み、類似団体の水準に近づくように努めます。

　《  説明  》　経常収支比率は、財政構造の弾力性を示す財政指標です。人件費、扶助費、公債費等の義務的性格の経費に、
町税、地方交付税（普通）、地方譲与税を中心とする経常一般財源収入が充当されている割合を％で表示します。
　人件費、物件費の削減に取り組み前年度比 6.3 ポイント減少しているものの、依然人件費の割合が高く、簡易水道事業・
下水道事業会計などへの繰出金が多いことから、近隣類似町、類似団体より悪く、90％を超えています。
　繰出金の大幅な減は見込めないため、なお一層の人件費、物件費の削減に努め、次の年度には経常収支比率を 90％未
満に抑制することを目指します。

① 歳出決算（一般財源ベース）の内訳及びこれらに占める地方税、一般財源の割合
　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 平成１８年度の状況

《 目で見る佐用町の財政状況 》
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④ 将来にわたる実質的な財政負担の状況
住民１人当たり実質的な財政負担の状況（平成１８年度）

（単位：円）
佐用町 近隣類似町 類似団体（H17）

地方債現在高 Ａ 923,897 750,505 303,179
債務負担行為額 Ｂ 6,390 0 32,701
積立金現在高 Ｃ 317,317 269,865 89,100

財政調整基金 134,256 118,434 41,421
減債基金 23,445 24,624 7,876
その他特定目的基金 159,616 126,807 39,803

Ａ＋Ｂ－Ｃ 612,970 480,640 246,780

③  繰出金 ( 一部事務組合に対する負担金を含む ) の状況

《  説明  》 総額は、近隣類似町に比べ住民１人当たり約１万１千円低くなっています。会計別に比較すると、介護保険
等、下水道、その他の順に繰出金等の割合が大きくなっている（Ｈ１８年度）のに対し、近隣類似町では、一部事務組合、
介護保険等、下水道の順となります。

近隣類似町の一部事務組合への繰出金等が大きいのは、消防・農業共済事務を他市町と共同で行っているからです。
佐用町の「その他」の内容は、水道事業、簡易水道事業、農業共済事業、笹ケ丘荘の各会計への繰出金です。

《  説明  》
合併前の旧４町の

地方債を引き継いで
間がないため、佐用
町の実質的な財政負
担は類似団体、近隣
類似町に比べて非常
に大きくなっていま
すが、町債の残高を
減らすため新規借入
を抑制することによ
り、平成 19 年度以
降は徐々に減少する
見込みです。

平成１８年度に建設された平谷橋 ( 櫛田）

住民１人当たりの会計別繰出金等の推移

《 目で見る佐用町の財政状況 》

612,970

90,000

45,000

0

90,000

45,000

0
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⑤  人件費の状況

○ 佐用町の実質公債費比率の推移
15 年度 16 年度 17 年度 18 年度

単年度ベース 13.4% 18.9% 15.2% 14.2%
3 ヵ年平均 － － 15.8% 16.1%

　　　実質公債費比率の増加要素の推移

　《  説明  》　佐用町は合併後間も
ないことから、住民１人当たり人
件費が近隣類似町、類似団体より
もかなり高くなっています。近隣
類似町と極端に差があるのは、消
防、ごみ・し尿処理、農業共済な
どの業務を佐用町が単独で行って
いるのに対し、近隣類似町は他市
町と共同で一部事務組合方式で
行っていることが一因です。
　平成 18 年度から集中改革プラ
ンに基づく職員の定員適正化計画
により職員の減員を図っており、
職員の各種手当の見直しなども合
わせて実施しながら、一層の人件
費削減に努めます。

　《  説明  》　退職者の不補充で人
件費抑制を図ってきたため、佐用
町の職員平均年齢は上昇し、平均
給料月額も高くなっています。年
齢構成を見ても 40 歳以上の職員
が６割を超えています。今後も職
員数を減らしていくため、このよ
うな状況は続きますが、職員数の
減による総額での人件費の縮減に
努めます。

　《  説明  》　実質公債費比率は、公債費の標準財政規模
（一般財源総額の目安となるもの）に占める割合を％で
表示します。普通会計の範囲内だけではなく、特別会計
への繰出金や一部事務組合への負担金などに含まれる公
債費に準ずる金額（グラフでは「公営企業債等繰入」で
表示）も加えて計算します。平成 17 年度決算から導入
された新しい財政指標です。公債費は各年度でばらつき
があるため、通常過去 3 年度間の平均値が使用されます。
18％以上で起債に許可が必要となり、25％以上で単独
事業などでの起債が制限されます。
　平成 16 年度の単年度ベースの数値が高いのは、平成
7・8 年度に借り入れた減税補てん債 1 億 2 千万円余り
を借り換えせずに一括償還したためです。佐用町は、過
疎対策事業債や合併特例事業債など財政上有利な地方債
を中心に借り入れているため、実質公債費比率は近隣類
似町、県平均両方を下回っています。これらの地方債
は、その元利償還金の一部が地方交付税として交付され
ます。今後も新規地方債の抑制を図るなど、実質公債費
比率が上昇しないよう努めます。

◆近隣類似町・・・佐用町と人口や財政規模が似かよっている兵庫県内の他町（佐用町と同時期に合併しています）。
◆類似団体・・・人口、産業構造の２要素の組み合わせによって、全国の町村を 15 のグループに分けたものです。各グ
ラフの類似団体の数値は、佐用町と同じグループの中から抽出された、大規模な合併や多額の赤字災害などの特殊事情が
ない標準的な団体の平均値です。類似団体の平成１８年度決算数値は、まだ公表されていないため表示していません。

⑥ 実質公債費比率の状況

《 目で見る佐用町の財政状況 》

住民１人当たり人件費の推移と歳入一般財源に占める割合

職員平均給料月額と平均年齢の推移
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バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と

行
政
コ
ス
ト
計
算
書

　

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
（
貸
借
対
照

表
）
と
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
（
損

益
計
算
書
）は
、民
間
企
業
が
行
っ

て
い
る
よ
う
な
会
計
の
工
夫
を
し

て
決
算
状
況
を
説
明
す
る
も
の
で

す
。

　

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
、
地
方
自

治
体
の
資
産
や
負
債
の
状
況
を
明

ら
か
に
し
、
全
体
と
し
て
の
財
政

状
態
を
示
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ

て
資
産
を
ど
の
く
ら
い
保
有
し
て

い
る
か
、
ま
た
そ
の
見
返
り
と
し

て
将
来
世
代
の
負
担
と
な
る
地
方

債
等
の
債
務
が
ど
の
く
ら
い
あ
る

の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

行
政
コ
ス
ト
計
算
書
は
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
の
に
発
生

し
た
コ
ス
ト
を
把
握
す
る
も
の

で
、
こ
れ
に
よ
り
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
便
益
と
費
用
と
を
対
比

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

佐用町の行政コスト計算書（普通会計）
( 平成 18 年 4 月 1 日～平成 19 年 3 月 31 日 )( 単位：万円 )

借　　　　　　方 貸　　　　　　方
行政コスト合計　　　　　　　　 114 億 3,271 収入合計　　　　　　　　　　　 　　105 億 6,882

１．人にかかるコスト 33 億 8,958 １．使用料・手数料等
　　分担金及び負担金、使用料、
　　手数料、財産収入、寄附金、
　　繰入金、諸収入

 9 億 7,682
（１）人件費 30 億 7,784
（２）退職給与引当金繰入 3 億 1,174

２．物にかかるコスト 43 億 3,817
（１）物件費 15 億 1,466

２．国庫（県）支出金  10億9,271
（２）維持補修費 7,337
（３）減価償却費 27 億 5,014 ３．一般財源

　　　  地方税、地方交付税、地方譲与税等（地方譲与
　　  　税、利子割交付金、配当割交付金、株式譲渡所
　　　  得割交付金、地方消費税交付金、ゴルフ場利用
　　　  税交付金、自動車取得税交付金、地方特例交付
　　　  金、交通安全対策特別交付金 )

 84億9,929
３．移転支出的なコスト 30 億 6,401
（１）扶助費 6 億 1,681
（２）補助費等 8 億 0,706
（３）繰出金 14 億 7,278
（４）普通建設事業費 
　( 他団体への補助金等 ) 1 億 6,736 国庫（県）支出金償却額  8 億 0,920

４．その他のコスト 6 億 4,095

正味資産 国庫（県）支出金償却額  8 億 0,920

（１）災害復旧事業費 2 億 9,363
（２）公債費 ( 利子分のみ） 3 億 4,513
（３）不納欠損額 219

正味資産 一般財源等増減額 △ 5,469

佐用町のバランスシート（普通会計）
（平成 19 年 3 月 31 日現在）( 単位：万円 )

借　　　　　　方 貸　　　　　　方
資産の部合計　　　　　　　　　629 億 4,419 負債・正味資産の部合計　　　　　     629 億 4,419

１．有形固定資産合計　　　　534億9,800
（うち土地）　　　　　　　　(101 億 7,483)

負債の部合計　　　　　　   　　     235 億 4,360
１．固定負債合計　　　　　  　218 億 3,698

２．投資等合計　　　　　　　54 億 8,862 （１）地方債 178 億 6,151
（１）投資及び出資金 15 億 0,659 （２）債務負担行為計 0
（２）貸付金 3,167 ①物件の購入等 0
（３）基金 36 億 0,517 ②債務保証 ･ 損失補償 0
（４）退職手当組合積立金　　3 億 4,519 （３）退職給与引当金 39 億 7,547

３．流動資産合計　　　　　　 39 億 5,757 （４）その他 0
（１）現金・預金計 34 億 6,036 ２．流動負債合計　　　　　     　17 億 0,662

①財政調整基金 28 億 4,354 （１）翌年度償還予定額 17 億 0,662
②減債基金 4 億 9,656 （２）翌年度繰上充用金 0
③歳計現金 1 億 2,026 正味資産の部合計　　　　　　    　394 億 0,059

（２）未収金 4 億 9,721 １．国庫支出金　　　　　     　　75 億 2,861
①町税 4 億 0,240 ２．県支出金　　　　　　　     　53 億 4,131
②その他 9,481 ３．一般財源等　　　　　　    　265 億 3,067

◉
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の

　
　
　
　
　

主
な
用
語
の
解
説

●
有
形
固
定
資
産
…
町
の
不
動
産

（
建
物
、
道
路
な
ど
）
や
動
産
（
自

動
車
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
な
ど
）

の
う
ち
保
有
が
長
期
に
及
ぶ
も
の

で
す
。

●
投
資
及
び
出
資
金
…
財
団
法
人

な
ど
へ
の
出
資
金
や
保
有
し
て
い

る
有
価
証
券
で
す
。

●
歳
計
現
金
…
歳
入
決
算
額
と
歳

出
決
算
額
の
差
額
で
す
。

●
未
収
金
…
年
度
末
ま
で
に
回
収

で
き
な
か
っ
た
税
金
な
ど
で
す
。

●
債
務
負
担
行
為
…
資
産
と
し
て

物
件
を
引
き
渡
さ
れ
た
が
支
払
が
済

ん
で
い
な
い
も
の
等
の
金
額
で
す
。

●
退
職
給
与
引
当
金
…
年
度
末
在

籍
職
員
全
員
が
退
職
す
る
と
し
た

場
合
に
支
払
わ
れ
る
退
職
手
当
金

額
で
す
。　

●
一
般
財
源
等
…
主
に
住
民
か
ら

の
町
税
や
地
方
交
付
税
に
よ
り
資

産
が
つ
く
ら
れ
た
金
額
で
す
。

◉ 

行
政
コ
ス
ト
計
算
書
の

　
　
　
　
　

主
な
用
語
の
解
説

●
人
に
か
か
る
コ
ス
ト
…
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
行
う
職
員
の
人
件
費

な
ど
の
経
費
で
す
。

●
物
に
か
か
る
コ
ス
ト
…
施
設
の

維
持
補
修
費
や
減
価
償
却
費
な
ど

の
経
費
で
す
。

●
移
転
支
出
的
な
コ
ス
ト
…
他
の

主
体
に
移
転
し
て
効
果
が
出
て
く

る
扶
助
費
や
補
助
費
等
な
ど
の
経

費
で
す
。　
　

●
そ
の
他
の
コ
ス
ト
…
右
記
に
属

さ
な
い
地
方
債
の
利
息
な
ど
の
経

費
で
す
。

正味資産（今までの住民負担）
今までの世代が負担した金額

負債（将来の住民負担）
将来世代が負担しなければならない金額

資産（住民の財産）
将来世代に残る財産や権利等の金額 ＋＝

資金の使い道 資金の源泉（調達内容）
　　　バランスシートの見方

《 目で見る佐用町の財政状況 》
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国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
（
保
険
証
）
を
更
新
し
ま
す

【佐用地域　保険証更新日程表】
対象集落 時　間 場　所

11 
月
28
日

（水）

横坂 9:00 ～   9:20 横坂集会所
口金近 9:30 ～   9:50 口金近クラブ
奥金近 9:55 ～ 10:15 奥金近クラブ
奥長谷 10:30 ～ 10:45 奥長谷生活改善センター
口長谷・宗行 10:55 ～ 11:35 長谷生活改善センター
海内 13:30 ～ 13:45 海内公民館
桑野 13:55 ～ 14:10 桑野クラブ
庵 14:15 ～ 14:30 庵クラブ
平福地区 14:40 ～ 15:40 地域福祉センター
延吉 15:50 ～ 16:05 延吉クラブ
奥海 9:30 ～   9:50 奥海クラブ
若州 10:00 ～ 10:10 若州公民館
上石井・青木 10:20 ～ 11:10 石井体育館前
水根 11:20 ～ 11:30 水根公民館
大船・中ノ原 13:20 ～ 13:50 大船部落公民館
中土居 13:55 ～ 14:10 中土居クラブ
峠 14:15 ～ 14:30 峠クラブ

11
月
29
日

（木）

東中山 9:00 ～   9:15 東中山公民館
大畠 9:20 ～   9:35 大畠クラブ
末包 9:40 ～ 10:00 末包クラブ
平谷 10:10 ～ 10:20 平谷クラブ
淀 10:30 ～ 10:40 淀クラブ
豊福 10:50 ～ 11:20 江川小学校体育館前
仁方 13:15 ～ 13:30 仁方クラブ
甲大木谷 13:40 ～ 13:55 甲大木谷公民館
乙大木谷 14:05 ～ 14:20 乙大木谷クラブ
西河内 14:25 ～ 14:40 西河内クラブ
福沢 14:45 ～ 15:10 福沢クラブ
山脇・真盛・柴谷 9:00 ～   9:30 真盛農業集落センター
山田 9:45 ～ 10:00 山田クラブ
西山・山王 10:10 ～ 10:40 西山会館
上長尾・下長尾 10:50 ～ 11:20 上長尾クラブ
本位田甲・本位田乙 11:30 ～ 11:50 本位田甲構造改善センター
円応寺・大願寺 13:10 ～ 13:30 円応寺クラブ

上記以外の佐用地区及
び上記日時に更新に来
られないかたは 11 月
29 日（木）～ 30 日（金）

8:30 ～ 17:30 本庁住民課

【上月地域　保険証更新日程表】
対象集落 時　間 場　所

11
月
28
日

（水）

皆田 9:00 ～   9:10 皆田集会所
大垣内 9:20 ～   9:30 大垣内集会所
福吉、本郷 9:40 ～ 10:00 上月保健福祉センター
才金、金子 10:10 ～ 10:20 才金集会所
桜山 10:30 ～ 10:40 桜山集会所
田和 10:50 ～ 11:00 田和集会所
来見 11:10 ～ 11:20 来見集会所
南中山 11:30 ～ 11:40 南中山集会所
金屋 11:50 ～ 12:00 金屋集会所
宇根 13:30 ～ 13:40 宇根集会所
須安 13:45 ～ 13:55 須安集会所
力万 14:00 ～ 14:10 いこいの里西之庄
樫ケ渕、越田和、
判官、稗田 14:15 ～ 14:30 西大畠集会所

久木原 14:40 ～ 14:50 久木原集会所
小日山 15:00 ～ 15:10 小日山集会所
早瀬２ 15:25 ～ 15:35 早瀬 2 集会所
早瀬１ 15:40 ～ 15:50 早瀬 1 集会所

11
月
29
日

（木）

大日山 9:00 ～   9:10 大日山集会所
西新宿 9:20 ～   9:30 西新宿集会所
上秋里 9:40 ～   9:50 上秋里集会所
下秋里 10:00 ～ 10:10 下秋里集会所
円光寺 10:20 ～ 10:30 円光寺集会所
櫛田 10:40 ～ 11:00 櫛田集会所
小赤松 11:10 ～ 11:25 小赤松集会所
大酒 11:35 ～ 11:50 大酒集会所
久崎、家内 13:20 ～ 13:35 久崎地区センター
仁位 13:40 ～ 13:50 仁位集会所
下上月 14:00 ～ 14:10 下上月集会所
寄延 14:20 ～ 14:30 寄延クラブ
目高 14:40 ～ 14:50 目高集会所
上上月、
中上月 15:00 ～ 15:20 上月支所　

総合窓口課

上記日時に更新に
来られないかたは
11 月 29 日（木）
～ 30 日（金）

8:30 ～ 17:30 上月支所　
　総合窓口課

　

12
月
１
日
か
ら
新
し
い
保
険
証
に
変
わ
り
ま
す

　

現
在
、
み
な
さ
ん
が
使
用
さ
れ
て
い
る
国
民

健
康
保
険
被
保
険
証
は
11
月
30
日
で
有
効
期
限

が
切
れ
、
12
月
１
日
か
ら
新
し
い
保
険
証
に
な

り
ま
す
。

　

保
険
証
は
、
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
の
証

で
あ
る
と
と
も
に
、
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で
診
療

を
受
け
る
と
き
の
受
診
券
で
も
あ
り
ま
す
。

　

更
新
は
、
次
の
表
の
日
程
で
町
職
員
が
「
更

新
会
場
」
へ
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
現
在
使
用

さ
れ
て
い
る
保
険
証
と
、
新
し
い
保
険
証
を
交

換
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
ビ
ニ
ー
ル
カ
バ
ー

は
現
在
の
も
の
を
使
用
し
て
い
た
だ
き
、
交
換

は
し
ま
せ
ん
の
で
、
当
日
は
保
険
証
か
ら
は
ず

し
て
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
世
帯
主
の
か
た
は
あ
ら
か
じ
め
、
学

（
就
学
の
た
め
親
元
を
離
れ
た
か
た
の
た
め
の

保
険
証
）
や
、
遠
（
特
別
な
理
由
で
住
所
地
を

離
れ
た
か
た
の
た
め
の
保
険
証
）
な
ど
、
家
を

出
て
い
る
か
た
の
保
険
証
を
取
り
寄
せ
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、保
険
加
入
者
に
異
動
が
あ
る
場
合
は
、

更
新
ま
で
に
本
庁
住
民
課
ま
た
は
各
支
所
総
合

窓
口
課
、
三
河
出
張
所
に
お
届
け
く
だ
さ
い
。

■
更
新
時
に
必
要
な
も
の

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

・
保
険
証
を
紛
失
の
場
合
は
身

　

分
の
わ
か
る
も
の
と
印
か
ん

■
お
問
い
合
わ
せ

　

住
民
課　

☎
82
・
０
６
６
０
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年
末
調
整
や
確
定
申
告
で
国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
社
会
保
険
料

控
除
の
適
用
を
受
け
る
に
は
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
」
の
添
付
が
必
要
で
す
。

平
成
19
年
の
社
会
保
険
料

　
　
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
を
送
付

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し

た
全
額
が
所
得
税
・
市
町
村
民
税

な
ど
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
が
、「
社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明

書
」
ま
た
は
領
収
書
の
添
付
が
必

要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
社
会
保
険
庁
で
は

一
年
間
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保

険
料
の
額
を
証
明
す
る
「
社
会
保

険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除

証
明
書
」（
ハ
ガ
キ
）
を
次
の
と

お
り
送
付
し
ま
す
。
年
末
調
整
ま

た
は
確
定
申
告
な
ど
の
手
続
き
の

際
に
は
、
必
ず
こ
の
証
明
書
や
領

収
証
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
送
付
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

■
対
象
者

　

平
成
19
年
１
月
１
日
か
ら
平
成

19
年
10
月
１
日
ま
で
の
間
に
納
付

実
績
の
あ
る
か
た

　

証
明
日

　
　

平
成
19
年
10
月
２
日　

　

被
保
険
者
へ
の
到
着
時
期

　
　

平
成
19
年
11
月
初
旬

■
対
象
者

　

平
成
19
年
10
月
２
日
か
ら
平
成

19
年
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
本
年

は
じ
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
し
た
か
た

　

証
明
日

　
　

平
成
20
年
１
月
１
日

　

被
保
険
者
へ
の
到
着
時
期

　
　

平
成
20
年
２
月
初
旬

■
ご
家
族
の
保
険
料
を
納
付
し
た
と
き

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
義
務

は
、被
保
険
者
本
人
だ
け
で
な
く
、

そ
の
世
帯
の
世
帯
主
や
配
偶
者
も

連
帯
し
て
納
付
す
る
義
務
が
あ
り

ま
す
。
世
帯
主
ま
た
は
配
偶
者
と

し
て
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
し
た
と
き
は
、
そ
の
納

付
額
の
全
額
が
納
付
し
た
か
た
の

所
得
税
な
ど
の
控
除
対
象
と
な
り

ま
す
の
で
、
ご
自
身
の
社
会
保
険

料
の
額
と
合
算
し
て
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。
そ
の
際
に
は
ご
家
族
分

の
証
明
書
も
申
告
す
る
か
た
の
申

告
書
に
添
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

平
成
19
年
11
月
１
日
か
ら

平
成
20
年
３
月
14
日
ま
で

午
前
９
時
〜
午
後
５
時(

平
日
）

控
除
証
明
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０
・
00
・
９
９
１
１

【南光地域　保険証更新日程表】
対象集落 時　　間 場所

11
月
28
日

（水）

多賀 9:00 ～   9:50  多賀生活改善センター
中島・米田 10:00 ～ 10:45  中安小学校体育館前
小山 11:00 ～ 11:25  小山コミュニティセンター
安川 11:30 ～ 11:55  安川生活改善センター
土井 13:10 ～ 13:25  土井公民館
宝蔵寺 13:30 ～ 13:45  宝蔵寺公民館
林崎 14:00 ～ 14:15  林崎コミュニティセンター
東徳久 14:20 ～ 14:55  東徳久生活改善センター
西徳久 15:00 ～ 15:45  西徳久公民館
平松 16:00 ～ 16:30  平松生活改善センター

11
月
29
日

（木）

漆野 9:00 ～   9:25  漆野公民館
西下野 9:30 ～   9:55  西下野多目的集会所
下三河 10:00 ～ 10:25  下三河生きがい創造センター
中三河 10:30 ～ 10:55  三河コミュニティセンター
河崎 11:00 ～ 11:25  河崎公民館
船越 11:30 ～ 11:55  船越公民館
下徳久 13:00 ～ 17:30  南光支所　総合窓口課
上三河 13:00 ～ 17:30  三河出張所

上記日時に更新に
来られない（中安、
徳久地区）かたは
11 月 29 日（木）
～ 30 日（金）

8:30 ～ 17:30  南光支所　総合窓口課

上記日時に更新に
来られない（三河
地区）かたは
11 月 29 日（木）
～ 30 日（金）

8:30 ～ 17:30  三河出張所

【三日月地域　保険証更新日程表】
対象集落 時　　間 場     所

11
月
28
日

（水）

大内谷 9:00 ～   9:15 大内谷クラブ
添谷 9:20 ～   9:35 添谷クラブ
鎌倉 9:40 ～   9:55 鎌倉クラブ
仁増 10:00 ～ 10:15 仁増クラブ
中村 10:20 ～ 10:35 中村クラブ
湯小 10:40 ～ 10:55 湯小クラブ
弦谷 11:00 ～ 11:15 弦谷クラブ
広山 11:20 ～ 11:50 広山クラブ
三日月 13:30 ～ 14:10 三日月クラブ
西市 14:20 ～ 14:35 西の脇集会所
乃井野 14:40 ～ 15:20 乃井野クラブ
茶屋 15:30 ～ 16:00 茶屋クラブ

11
月
29
日

（木）

久保 9:00 ～   9:30 久保クラブ
島脇 9:40 ～ 10:00 島脇クラブ
新宿 10:10 ～ 10:40 新宿クラブ
西大畑 10:50 ～ 11:00 西大畑クラブ
東大畑 11:05 ～ 11:20 ほっとちゃん
三ツ尾・
大下り 11:25 ～ 11:35 毘沙門天

三原 11:40 ～ 11:50 三原クラブ
田此 13:20 ～ 13:50 田此クラブ
真宗 14:05 ～ 14:30 真宗クラブ
志文 14:40 ～ 14:55 志文クラブ
春哉 15:00 ～ 15:15 最明寺
徳平 15:20 ～ 15:40 徳平クラブ

上記日時に更
新に来られな
いかたは
11 月 29 日（木）
～ 30 日（金）

8:30 ～ 17:30 三日月支所
　総合窓口課
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平
成
19
年
度
ス
ピ
カ
ホ
ー
ル
自

主
事
業
と
し
て
、「
熊
本
マ
リ
ピ

ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
＆
パ
ル
マ
パ
ー

カ
ッ
シ
ョ
ン
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

熊
本
マ
リ
さ
ん
は
、
東
京
生
ま

れ
で
５
歳
か
ら
ピ
ア
ノ
に
親
し

み
、
10
歳
で
家
族
と
ス
ペ
イ
ン
へ

移
住
。
英
国
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
国
際

音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
数
々
の

コ
ン
ク
ー
ル
に
入
賞
。
チ
ェ
コ
・

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
や

ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
の
メ
ン
バ
ー

と
の
共
演
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
へ

の
出
演
も
多
く
、
幅
広
い
活
躍
を

さ
れ
て
い
る
実
力
派
の
ピ
ア
ニ
ス

ト
で
す
。

　

ま
た
、
共
演
す
る
山
本
将
光
さ

ん
は
、
ス
ペ
イ
ン
舞
踊
の
ダ
ン

サ
ー
で
、
プ
ー
ロ
・
フ
ラ
メ
ン
コ

の
第
一
人
者
と
し
て
活
躍
さ
れ
て

い
ま
す
。

■
と
き　

12
月
９
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
開
場

　

午
後
２
時
開
演

■
と
こ
ろ　

ス
タ
ー
シ
ャ
ワ
ー
の

　

森
音
楽
堂　

ス
ピ
カ
ホ
ー
ル

■
入
場
料　

一
般
２
、５
０
０
円

　
　

高
校
生
以
下
１
、５
０
０
円

　
　
　
　
（
当
日
各
５
０
０
円
増
）

■
演
奏
曲
目

　

シ
ョ
パ
ン

　
　
ノ
ク
タ
ー
ン 

第
20
番
嬰
ハ
短
調 「
遺
作
」

　

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

　
　

楽
興
の
時 

ヘ
短
調
Op. 

94 

D. 
７
８
０

　

ほ
か

■
お
問
い
合
わ
せ

　

ス
ピ
カ
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　

☎
82
・
０
５
９
５

　

さ
よ
う
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
82
・
３
３
３
６

熊
本
マ
リ 

ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

　
　
　
　
　
　

＆
パ
ル
マ
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン

平
成
19
年
度
ス
ピ
カ
ホ
ー
ル
自
主
事
業　

   　

佐
用
郡
音
楽
協
会
で
は
、
現

在
加
盟
す
る
町
内
６
つ
の
コ
ー

ラ
ス
グ
ル
ー
プ
が
中
心
と
な
っ

て
、
毎
年
ス
ピ
カ
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
る
「
清
流
の
郷
音
楽
祭

(

11
月)

」
や
、
西
播
地
域
で
開

か
れ
る
「
西
播
磨
音
楽
祭
（
８

月
と
12
月
）」
に
参
加
し
て
い
ま

す
。

　

今
年
も
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー

プ
が
、
文
化
祭
や
施
設
慰
問
な

ど
の
計
画
を
立
て
て
練
習
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

私
た
ち
と
一
緒
に
歌
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー

を
奏
で
る
こ
と
が
で
き
た
と
き

は
、
と
っ
て
も
気
持
ち
が
い
い

で
す
よ
。
歌
好
き
な
た
く
さ
ん

の
仲
間
が
あ
な
た
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
か
た

は
ぜ
ひ
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

☎
82
・
３
３
３
６

佐
用
郡
音
楽
協
会
か
ら
会
員
募
集　

あ
な
た
も
一
緒
に
歌
っ
て
み
ま
せ
ん
か

団　　体　　名 代表者 練習拠点
上月コーラスクラブ 藤井きよみ 上月駅二階
笹ヶ丘コーラス 野村玲子 久崎小学校
沙羅 山本あさ子 三日月明光寺
ひかりのさと
少年少女合唱団 西岡美沙子 三日月明光寺

三日月アンサンブル 大林万寿美 三日月支所
Ｐ ure  ( ピュア ) 尾崎真美 三日月明光寺

■
と
き　

12
月
８
日
（
土
）

　

午
後
１
時
開
会

■
と
こ
ろ　

　

三
日
月
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

大
ホ
ー
ル
（
三
日
月
支
所
２
階
）

■
内
容　

　

●
ス
テ
ー
ジ
発
表

　

・
マ
マ
プ
ラ
ザ
の
サ
ー
ク
ル
発
表

　

・
ス
タ
ー
ダ
ス
ト
キ
ッ
ズ
の
ダ
ン
ス

　

●
展
示

　

・
子
ど
も
の
写
真
展

　

・
マ
マ
プ
ラ
ザ
の
活
動
紹
介

　

●
お
楽
し
み

　

・
サ
ン
タ
さ
ん
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

■
お
問
い
合
わ
せ

　

み
か
づ
き
っ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

　
　
　
　

    

☎
79
・
３
７
８
８

　

ほ
か
各
地
域
の
マ
マ
プ
ラ
ザ
ま
で

つ
な
が
れ   

ひ
ろ
が
れ   

子
育
て
の
輪

第
15
回
マ
マ
プ
ラ
ザ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　
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■
と
き

11
月
25
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
開
演

■
と
こ
ろ　

ス
ピ
カ
ホ
ー
ル

■
入
場
料

無
料

■
内
容

町
内
の
音
楽
愛
好
家
の

　

み
な
さ
ん
に
よ
る
音
楽
祭

■
お
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
☎
82
・
３
３
３
６

■
と
き

12
月
２
日
（
日
）

　

午
後
12
時
30
分
開
演

■
と
こ
ろ

さ
よ
う
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー

■
入
場
料

無
料

■
内
容　

西
播
磨
各
地
か
ら
16
グ

ル
ー
プ
が
参
加
す
る
音
楽
祭

■
お
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課
☎
82
・
３
３
３
６

第第
1616
回　

清
流
の
郷
音
楽
祭

回

清
流
の
郷
音
楽
祭

心
や
す
ら
ぐ
音
楽
は
い
か
が
で
す
か

平
成
平
成
1919
年
度
西
播
磨
音
楽
祭

年
度
西
播
磨
音
楽
祭

あ
な
た
だ
け
の
感
じ
方
で
、
あ

な
た
の
中
に
起
こ
る
バ
イ
ブ
レ
ー

シ
ョ
ン
（
振
動
）
に
心
を
開
い
て

み
ま
し
ょ
う
。

町
内
在
住
の
作
家
６
名
（
大
嶋

啓
靖
／

陶
芸
、
岡
本
進
一
／

建
築
、

鎌
井
亜
紀
／

書
、
黒
野
丈
治
／

焼
締

陶
、
瀬
戸
哲
也
／

染
色
・
日
本
画
、

野
村
直
城
／

陶
造
形
）
に
よ
る
作

品
展
を
開
催
。

■
と
き

11
月
８
日（
木
）〜
11
日（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

■
と
こ
ろ

さ
よ
う
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー

■
入
場
料　

無
料

■
11
日
（
日
）
の
催
し

午
後
１
時
〜

い
い
だ
む
つ
み

さ
ん
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
シ
タ
ー
演
奏

　

午
後
２
時
〜　

佐
用
町
作
家
会
６

名
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

テ
ー
マ

　
　
「
源
泉
・
・
・
作
品
は
ど
こ
か
ら
?!
」

■
お
問
い
合
わ
せ

佐
用
町
作
家
会

黒
野
丈
治

　
　
　
　
　
　

☎
83
・
２
６
１
２

佐
用
町
作
家
会
ア
ー
ス
ワ
ー
ム
展

力
を
抜
い
て
体
で
感
じ
て

フランスシター演奏

流
れ
星
を
見
よ
う

　
　
　
　
　
　
（
一
般
観
望
会
）

11
月
18
日
は
、
し
し
座
流
星

群
の
日
で
す
。
午
後
９
時
ま
で

の
通
常
観
望
会
の
後
も
、
ご
希

望
の
か
た
は
園
内
芝
生
広
場
で

流
星
観
察
を
行
い
ま
す
。
数
は

少
な
い
で
す
が
い
く
つ
か
流
れ

星
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
で

し
ょ
う
。

■
と
き

11
月
18
日
（
日
）

午
後
７
時
30
分
〜
午
後
10
時

■
と
こ
ろ

天
文
台
南
館
、
南
館
周
辺

■
対
象

　

一
般
（
参
加
方
法
は
一
般
観

　

望
会
と
同
様
で
す
）

■
お
問
い
合
わ
せ

西
は
り
ま
天
文
台

　
　
　
　
　

☎
82
・
３
８
８
６

山
遊
会 

カ
メ
ラ
教
室

お
手
持
ち
の
デ
ジ
タ
ル
カ
メ

ラ
を
使
い
こ
な
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
い
ろ
い
ろ
な
撮
影
の
手
法

を
身
に
つ
け
、
よ
り
高
度
な
撮

影
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
昼
間
の

風
景
撮
影
だ
け
で
な
く
、
夜
は

天
体
撮
影
。
朝
は
朝
霧
撮
影
も

行
い
ま
す
。

■
と
き

11
月
20
日
（
火
）
〜

21
日
（
水
）
１
泊
２
日

■
と
こ
ろ

　

天
文
台
公
園
内
お
よ
び
周
辺

■
募
集
人
数

20
名

■
参
加
費

４
、５
０
０
円

■
お
申
し
込
み
締
め
切
り

11
月
13
日
（
火
）

■
お
問
い
合
わ
せ

西
は
り
ま
天
文
台
公
園

　

業
務
課　

☎
82
・
０
５
９
８

天
文
台
公
園
へ   

み
ん
な
お
い
で
よ

西
は
り
ま
天
文
台
公
園
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佐
用
町
は
、「
星
空
景
観
形
成

地
域
」
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、「
美
し
い
星
空
」
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
く
た
め
、「
星
空
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

■
と
き　

11
月
23
日
（
祝
）

　

午
後
２
時
〜　
　

■
会
場　

さ
よ
う
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー

■
入
場
料　

無
料

■
内
容

●
ホ
ー
ル
会
場

　

基
調
講
演　

午
後
２
時
10
分
〜

　
「
花
咲
く
星
で
」　

　
　

永
田　

萠
さ
ん（
絵
本
作
家
）

　

研
究
発
表　

午
後
３
時
20
分
〜

　
「
ひ
か
り
の
功
罪
」　

　
　

成
定
康
平
さ
ん
（
元
中
京
大
学
教
授
）

　
「
身
近
な
環
境
と
環
境
へ
の
影
響
」

　
　

県
立
佐
用
高
等
学
校
科
学
部

　
　

顧
問　

青
山
英
子
さ
ん

　
　

部
員　

山
本
卓
実
さ
ん

　
　
　
　
　

千
古　

翔
さ
ん

　
　
　
　
　

長
澤
寛
典
さ
ん

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

午
後
４
時
〜

　
【
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
】

　

  

黒
田
武
彦
西
は
り
ま
天
文
台
公
園
長

　
【
パ
ネ
リ
ス
ト
】

　

  

永
田　

萠
さ
ん　

成
定
康
平
さ
ん

　

  

青
山
英
子
さ
ん　

山
本
卓
実
さ
ん

　

  

庵
逧
典
章
佐
用
町
長

　

  

高
井
芳
朗
西
播
磨
県
民
局
長

●
リ
ハ
ー
サ
ル
室
・
会
議
室
・
ギ
ャ

　

ラ
リ
ー
会
場　

午
前
11
時
〜　

　

地
域
づ
く
り
協
議
会
パ
ネ
ル
展
示

　

高
校
生
の
考
え
た
特
産
品
の
デ
ザ
イ
ン
展

　

オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
生
態
展
示

　

国
際
交
流
協
会
パ
ネ
ル
展
示

　

西
は
り
ま
天
文
台
出
張
展
示

　

バ
ザ
ー（
佐
用
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
）

●
佐
用
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
会
場

　

午
前
11
時
〜

　

桂
三
枝
の
順
正
ゆ
ど
う
ふ
食
べ

　

く
ら
べ
大
会　

佐
用
予
選
会

　
（
空
き
缶
で
も
う
け
て
も
え
え
会
）

●
屋
外　

午
後
５
時
30
分
〜

　

星
空
観
測（
西
は
り
ま
天
文
台
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　
西
播
磨
県
民
局
県
土
整
備
部
ま
ち
づ
く
り
課

　

☎
０
７
９
１
・
58
・
２
２
５
３

■
と
き　

11
月
23
日
（
祝
）

　

午
前
11
時
〜
午
後
１
時

■
と
こ
ろ　
佐
用
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

■
参
加
費　

５
０
０
円

■
定
員　

30
名

　
　
　
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

　

優
勝
者
の
か
た
は
、
来
年
２
月

（
予
定
）
に
京
都
南
禅
寺　

ゆ
ど

う
ふ
順
正
で
開
催
さ
れ
る
第
34
回

桂
三
枝
の
順
正
ゆ
ど
う
ふ
食
べ
く

ら
べ
大
会
に
佐
用
代
表
と
し
て
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
す
。

■
主
催　

空
き
缶
で
も
う
け
て
も

　

え
え
会

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

ま
ち
づ
く
り
課

　
　
　
　
　
　

☎
82
・
０
６
６
４

星
空
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
協
賛
事
業　

■
と
き　

12
月
２
日
（
日
）

　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　

南
光
地
域
福
祉
セ

　

ン
タ
ー
（
セ
ン
タ
ー
ひ
ま
わ
り
）

■
テ
ー
マ　
「
聞
こ
え
に
つ
い
て

　

学
ぼ
う
！
」
聞
こ
え
に
く
く

　

て
困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
一

　

人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

■
内
容

○
講
演　
『
補
聴
器
を
上
手
に
使

　

い
こ
な
す
方
法
を
学
ぶ
』

○
磁
気
ル
ー
プ
等
補
聴
支
援
機

　

器
に
つ
い
て

○
体
験
発
表　

　

・
要
約
筆
記
で
社
会
参
加
で

　
　

 

き
た

　

・
人
工
内
耳
装
用
で
聞
こ
え

　
　

 

を
取
り
戻
し
た

○
質
疑
応
答

■
対
象
者　

中
途
失
聴
者
・
難

　

聴
者
と
そ
の
ご
家
族
、
聞
こ

　

え
に
関
心
を
お
持
ち
の
か
た

■
参
加
費　

無
料

■
そ
の
他　

会
場
に
は
、
磁
気

　

ル
ー
プ
の
設
置
や
要
約
筆
記

　

の
情
報
保
障
が
付
き
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

兵
庫
県
難
聴
者
福
祉
協
会

　

川
野

　

FAX
０
７
９
・
２
３
８
・
４
８
５
２

佐
用
町
に
お
け
る
難
聴
者
等
の
集
い　

参
加
者
募
集　

聞
こ
え
に
く
く
て
、
一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

■
と
き　

11
月
25
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜

■
と
こ
ろ　

味
わ
い
の
里
三
日
月

■
内
容

・
三
日
月
地
区
農
作
物
品
評
会
と

競
り
市
（
午
前
11
時
10
分
〜
30
分
間
）

・
手
打
ち
そ
ば
実
演
、
試
食

　
（
１
回
目
・
午
前
10
時
30
分
）

　
（
２
回
目
・
午
後
１
時
30
分
）

・
お
楽
し
み
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

　
（
午
後
２
時
10
分
〜
）

・
餅
投
げ
（
１
石
）（
午
後
２
時
40
分
〜
）

・
新
鮮
野
菜
、
特
産
品
販
売
な
ど

・
食
べ
物
コ
ー
ナ
ー
（
新
米
つ
き

た
て
餅
、豚
汁
、た
き
こ
み
弁
当
ほ
か
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　

味
わ
い
の
里
三
日
月

　
　
　
　
　

☎
79
・
２
５
２
１

三
日
月
地
区
収
穫
感
謝
祭

味
わ
い
の
里
三
日
月　

美
し
い
星
空
の
あ
る
ま
ち
佐
用
町
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う

星
空
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム　

ゆ
ど
う
ふ
食
べ
く
ら
べ
大
会 

佐
用
予
選
会　

出
場
者
募
集
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ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
み
ん
な
の
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
各
種
大
会
の
結
果
・
敬
称
略
）

《
佐
用
ペ
タ
ン
ク
秋
季
大
会
》

（
９
月
22
日
、
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
、

19
チ
ー
ム
が
参
加
）

◆
上
位
リ
ー
グ

　

優　

勝　

乃
井
野

　

準
優
勝　

Ｓ
Ｃ
21
さ
よ
う
Ａ

　

第
３
位　

ひ
ば
り

◆
ふ
れ
あ
い
リ
ー
グ

　

優　

勝　

Ｓ
Ｃ
21
さ
よ
う
Ｂ

　

準
優
勝　

三
方
里

　

第
３
位　

小
赤
松
Ａ

《
青
年
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
》

（
10
月
７
日
、
上

月
体
育
館
、
14

チ
ー
ム
が
参
加
）

◆
男
子

　

優　

勝　

コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス

　

準
優
勝　

上
月
ク
ラ
ブ

◆
女
子

　

優　

勝　

来
夢
来
人

　

準
優
勝　

グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
Ａ

《
上
月
連
合
老
人
ク
ラ
ブ
ス
ポ
ー
ツ
大
会
》

（
10
月
11
日
・
16
日
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
大
会
１
２
０
名
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
１
５
０
名
が
参
加
）

◆
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

優　

勝　

平
谷
Ａ

　

準
優
勝　

金
屋

　

第
３
位　

櫛
田
Ａ

◆
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

（
団
体
の
部
）

　

優　

勝　

円
光
寺
Ｃ

　

準
優
勝　

早
瀬
Ｂ

　

第
３
位　

秋
里
Ａ

（
個
人
の
部
）

　

優　

勝　

前
川
ま
り
子

　

準
優
勝　

大
下　

了

　

第
３
位　

芳
原
義
一

《
町
軟
式
野
球
前
期
リ
ー
グ
戦
》

（
４
月
か
ら
９
月
、

各
支
部
、
28
チ
ー

ム
が
参
加
）

◆
佐
用
支
部

　

優　

勝　

春
名
住
産

　

最
優
秀
選
手
賞

　
　
　
　
　

春
名
悠
貴（
春
名
住
産
）

◆
上
月
支
部

　

優　

勝　

桜

　

準
優
勝　

孫
悟
空

　

最
優
秀
選
手
賞

　
　
　
　
　

中
井
明
宏
（
桜
）

　

優
秀
選
手
賞

　
　
　
　
　

横
山
光
義（
孫
悟
空
）

◆
若
あ
ゆ
支
部

　

優　

勝　

南
光
野
球
倶
楽
部

　

準
優
勝　

サ
ン
オ
ー
ズ

　

第
３
位　

多
賀
谷
野
球
倶
楽
部

健
康
を
意
識
し
た
生
活
が
送
れ
て
い
ま
す
か

〜  

平
成
19
年
度
町
ぐ
る
み
健
診
の
結
果
か
ら  

〜　
　

　

今
年
も
５
月
か
ら
８
月
に
か
け

て
町
ぐ
る
み
健
診
を
実
施
し
、
基

本
健
診
に
は
３
３
７
５
名
の
か
た

が
受
診
さ
れ
ま
し
た
。

　

左
記
の
図
に
よ
る
異
常
率
を
見

る
と
血
液
脂
質
の
異
常
（
39
．
３

㌫
）
が
目
立
っ
て
高
く
、
総
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
や
中
性
脂
肪
の
高
い

か
た
や
、
善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

の
低
い
か
た
が
多
い
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
糖
尿
病
検
査
で
の
異

常
の
か
た
（
11
．
７
㌫
）
も
昨
年

に
比
べ
減
少
は
し
て
い
ま
す
が
、

高
い
異
常
率
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
検
査
結
果
に
よ
っ

て
生
活
習
慣
の
改
善
を
必
要
と
認

め
ら
れ
る
か
た
を
対
象
に
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂

肪
症
候
群
）
を
中
心
と
し
た
結
果

説
明
会
を
実
施
し
、
４
３
９
名
の

か
た
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
健
診
結
果
で
何
ら
か
の

異
常
が
認
め
ら
れ
る
か
た
は
、
食

生
活
で
の
高
い
カ
ロ
リ
ー
摂
取
や

運
動
不
足
が
考
え
ら
れ
ま
す
の

で
、
町
の
保
健
師
や
管
理
栄
養
士

に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
保
健
事
業
と
し
て
骨
粗

し
ょ
う
症
予
防
教
室
や
糖
尿
病
予

防
教
室
と
、
12
月
に
は
健
康
講
演

会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
細
に

つ
い
て
は
12
月
広
報
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

健
康
課　

☎
87
・
８
０
２
０

がん検診等の検診別精密検査率
（精密検査が必要と通知されたか
たの率）

基本健診の項目別異常率
（検査基準値から外れた数値が
でたかたの率）

検診項目 19 年度 18 年度 検診項目 19 年度 18 年度

胸部検診 3.6% 2.3%
循環器系全体 34.0% 33.1%
血圧 4.8% 5.4%
血液脂質 39.3% 38.6%

喀痰検査 0.0% 0.0%
心臓 4.6% 3.8%
眼底 0.2% 0.0%

胃部検診 9.9% 7.5% 肝臓 7.4% 7.3%
大腸検診 6.2% 6.0% 糖尿病 11.7% 13.0%
肝炎ウイルス検診 3.1% 2.1% 腎臓 7.3% 7.7%
前立腺がん検診 4.3% 6.0% 尿酸（痛風） 2.7% 3.5%

１９年度 １８年度
やせ 9.8% 9.4% 貧血 6.2% 6.8%
肥満 19.6% 20.1%
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入
札
期
間
中
は
、
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ

ｏ
！
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
の
官
公
庁
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
サ
イ
ト
か
ら
24
時
間
い

つ
で
も
入
札
が
可
能
で
す
が
、
入

札
参
加
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
と

お
り
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
別
に
定
め
る
「
佐
用
町
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
11
月
12
日

掲
載
予
定
）」
を
よ
く
お
読
み
に

な
り
、
同
意
を
い
た
だ
い
た
う
え

で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

物
件
の
概
略
、
入
札
の
手
順
は

次
の
と
お
り
で
す
。

■
公
売
の
物
件
名
称
・
数
量

●
土
地

　

所
在
／
佐
用
町
佐
用
字
實
栗
64
番

　

地
目
／
宅
地

　

地
積
／
１
０
５
７
．
０
０
㎡

●
家
屋

　

所
在
／
同
所

　

種
類
／
寄
宿
舎
（
木
・
鉄
骨
造
２
階
建

　

合
計
面
積　

１
７
１
．４
６
㎡
）

●
付
属
建
物

　

居
宅
（
木
造
平
屋
建　

４
棟　

　

合
計
面
積　

２
３
０
．８
０
㎡
）

●
交
通

　

Ｊ
Ｒ
佐
用
駅
か
ら
約
１
㎞　

●
見
積
価
額
（
最
低
公
売
価
額
）

　

及
び
公
売
保
証
金
額

　

見
積
価
格
（
最
低
公
売
価
額
）

　
　
　
　
　
　
　

８
４
３
万
円

　

公
売
保
証
金　
　
　

85
万
円

■
手
続
き
の
流
れ

１
．
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ　

Ｉ
Ｄ
の
取
得

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ

ｏ
！
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
の
サ
イ
ト
に
入

り
Ｉ
Ｄ
を
取
得
し
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
の
認
証
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。 

２
．
公
売
参
加
者
申
し
込
み

　

平
成
19
年
11
年
15
日
〜
29
日
・

公
売
保
証
金
の
納
付
は
平
成
19
年

11
月
30
日
ま
で
で
す
。
／
官
庁

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
サ
イ
ト
に
入
り
参

加
者
情
報
を
登
録
し
て
く
だ
さ

い
。今
回
は
保
証
金
が
必
要
で
す
。

３
．
入
札 

・
入
札
期
間

　

平
成
19
年
12
月
４
日
〜
11
日
／

官
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
サ
イ
ト
か
ら

入
札
し
て
く
だ
さ
い
。

　

期
間
中
に
１
回
し
か
入
札
で
き

ま
せ
ん
。
滞
納
税
が
完
納
と
な
っ

た
場
合
な
ど
中
止
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

４
．
落
札
者
（
最
高
価
申
込
者
）
の
決
定

　

入
札
確
定
日
は
平
成
19
年
12
月

13
日
で
す
。

５
．
公
売
用
パ
ソ
コ
ン
の
設
置

　

役
場
税
務
課
に
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
公
売
用
パ
ソ
コ
ン
１
台
を

設
置
し
ま
す
。
貸
し
出
し
は
で
き

ま
せ
ん
。
利
用
者
が
多
数
の
場
合

は
時
間
制
限
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課　
　

☎
82
・
０
６
６
２

税
務
課
か
ら
公
売
の
お
知
ら
せ　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で

　
　
　

差
し
押
さ
え
不
動
産
を
公
売
し
ま
す

年末調整関係事務説明会を開催
　年末調整・法定調書用紙類に関する事務
説明会が下記日程で開催されます。

開催日 開催時間 開催場所

１１月２１日（水）１０：００～１１：３０ 上郡町役場
１４：００～１５：３０ さよう文化情報センター

１１月２２日（木）１０：００～１１：３０ 相生市民会館
１４：００～１５：３０ 赤穂ハーモニーホール

■お問い合わせ　相生税務署　☎０７９１-２３-０２３１

税を考える週間
　　１１月１１日（日）～１７日（土）

相生税務署では、この期間に次の行事を行います。
【小学生の税に関するポスター及び書道展】
■とき　１１月１０日（土） ～１６日（金）
　　　　午前９時～午後６時（16日は午前中のみ）
■ところ　さよう文化情報センター（月曜休館）
■お問い合わせ　相生税務署総務課
　　　　　　　　☎０７９１・２３・０３８０

個人事業税等の納税について　　　役立っています　あなたの県税
　個人事業税は、所得税、住民税とは別に、個人で事業を行うかたにかかる税です。
　個人事業税の第２期分の納期限は、１１月３０日（金）です。最寄りの銀行、郵便局など
の金融機関で納めましょう。また、納税には便利な口座振替制度もぜひご利用ください。
■お問い合わせ　上郡県税事務所　☎０７９１- ５８- ２１８５

Ｙ
Ａ
Ｈ
Ｏ
Ｏ
！
ＪＡＰＡＮ

　

公
正
公
平
な
納
税
の
推
進
に
つ
い
て
、
大
多
数
の
納
税
者
の
み
な
さ
ま
に
は
、
納
期
内
納
付
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
一
部
に
は
、
町
が
再
三
納
税
を
促
し

納
税
折
衝
を
求
め
て
も
、
納
税
に
誠
意
の
な
い
滞
納
事
案
が
あ
り
、
税
法
の
定
め
に
よ
り
滞
納
者

の
財
産
の
差
し
押
さ
え
を
行
っ
て
い
ま
す
。
財
産
の
差
し
押
さ
え
を
行
っ
て
も
な
お
納
税
誠
意
の

な
い
滞
納
事
案
は
、
納
税
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
税
法
の
定
め
に
よ
り
、
財
産
の
公
売
を
行
い
滞

納
税
に
充
当
し
ま
す
。
こ
の
た
び
、
町
で
は
買
い
取
り
希
望
者
を
広
く
募
る
た
め
、
初
め
て
Ｙ
ａ

ｈ
ｏ
ｏ
！
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
と
連
携
し
て
差
し
押
さ
え
不
動
産
を
公
売
し
ま
す
。
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　町では、学童保育のあり方について検討するため、７月に、町内１０小学校の１学年から３学年
までと、町内１２保育園及び佐用マリア幼稚園の年長児のそれぞれの保護者を対象とした、「学童保
育」に関してのアンケート調査を行いました。調査対象人数は６５９人、回収は５９４人、回収率
は９０．１㌫でした。主な項目の回答は次のとおりでした。

学童保育に関しての
　　アンケート調査結果の概要　

１．あなたの家族は何人ですか。
　２人＝１４件、３人＝３７件、
　４人＝１４９件、５人＝１２４件、
　６人＝１２５件、７人＝９３件、
　８人＝４２件、その他＝９件、
　無回答＝１件
２．あなたの家族は、保護者以外に
　　お子さんの面倒を見られるかた
　　が同居されていますか。
　①いる＝３１４件
　②いない＝２７９件
３．学童保育という言葉を聞いたこ
　　とがありますか。
　①ある＝５８６件
　②ない＝８件
４．あなたは、学童保育を利用した
　　いと思いますか。

　①利用しない＝２１５件
　②利用する＝２０５件
　③どちらでもない＝１７２件
　無回答＝２件
５．利用しないという理由。
　①保護者や家族で面倒をみる＝１６７件
　②子どもの送迎ができない＝６３件
　③近くで面倒を見てくれる者がいる＝３８件
　④塾などに行かせている＝１１件
　⑤その他＝２４件
６．利用するなどの場合、期間について。
　①毎日利用したい＝５５件
　②週に２～３日利用したい＝７８件
　③土曜のみ利用したい＝１２件　
　④夏休みなどの長期休業中のみ利用したい
　　　＝１９０件
　⑤その他＝５５件

７．この事業は有料が原則ですが、
　　利用しますか。
　①利用する＝１１９件
　②少しぐらいの負担でも利用する＝２０９件
　③有料なら利用しない＝１０２件
　以上のような結果の回答をいただ
きました。ご協力ありがとうござい
ました。
　また、来年３月に「みんなで子育
てシンポジウム」を開催する予定で
す。詳しくは広報さようで改めてお
知らせします。
■お問い合わせ
　福祉課　☎８２- ０６６１

　

町
で
は
、
高
齢
者
や
障
害
者

の
か
た
を
対
象
に
、
外
出
支
援

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
タ
ク
シ
ー
運

賃
助
成
券
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
助
成
券
に
は
有
効
期

限
が
平
成
19
年
12
月
31
日
ま
で

と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
有
効
期
限
を
撤
廃
し
ま
す
。

　

助
成
券
に
記
載
さ
れ
て
い
る

有
効
期
限
に
関
係
な
く
来
年
も

利
用
で
き
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
毎
年
１
月
１
日
か
ら

12
月
31
日
の
１
年
間
に
購
入
で

き
る
冊
数
は
、
お
一
人
２
冊
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
他
の
利
用
者
へ
譲
渡

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課　

☎
82
・
０
６
６
１

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス

タ
ク
シ
ー
運
賃
助
成
券
の
有
効
期
限
を
撤
廃来年も利用できます

　

現
在
お
持
ち
の
助
成
券
が
来
年
も
利
用
で
き
ま
す　
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佐
用
町
建
物
農
機
具
共
済
推

進
協
議
会
で
は
、
毎
年
11
月
と

12
月
を
推
進
月
間
と
し
て
、
各

地
区
の
農
業
共
済
連
絡
員(

農

会
長)

さ
ん
や
共
済
世
話
人
の

か
た
に
、
加
入
の
推
進
や
申
込

書
の
取
り
ま
と
め
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

「
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
建
物
共
済
・

農
機
具
共
済
」
は
、
農
業
災
害

補
償
の
規
定
の
も
と
に
国
の
災

害
対
策
の
一
環
と
し
て
実
施
さ

れ
て
い
て
、
建
物
共
済
は
短
期

の
火
災
保
険
と
し
て
は
「
掛
金

が
安
く
、
補
償
も
充
実
し
て
い

る
」「
罹
災
時
の
手
続
き
が
簡
単

で
、
支
払
い
も
ス
ピ
ー
デ
ィ
」

と
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

大
切
な
財
産
を
守
る
た
め
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
加
入
く
だ

さ
い
。

万
一
の
場
合
の
共
済
金
は
、

損
害
額
と
新
築
価
格
に
対
す
る

ご
契
約
額
の
割
合
（
加
入
割
合
）

に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。
全
焼
、

全
損
の
場
合
を
除
い
て
は
、
加

入
割
合
が
低
い
と
共
済
金
は
少

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
新
築
価

格
い
っ
ぱ
い
の
加
入
が
安
心
で

す
。ま

た
、
ト
ラ
ク
タ
ー
・
コ
ン

バ
イ
ン
・
田
植
機
な
ど
を
対
象

と
し
た
農
機
具
共
済
も
ご
加
入

く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

農
業
共
済
課

　
　
　
　

☎
79
・
２
９
８
３

下
水
道
で
宅
地
内
に
設
置
さ
れ

た
マ
ス
蓋
や
浄
化
槽
の
蓋
の
破
損

が
急
増
し
て
い
ま
す
。

自
動
車
な
ど
が
乗
っ
た
状
態
で

ハ
ン
ド
ル
を
切
る
と
壊
れ
や
す

く
、
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
は
乗
っ
た
だ

け
で
も
壊
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。公

共
マ
ス
や
浄
化
槽
ま
で
の
宅

内
の
マ
ス
が
壊
れ
た
場
合
は
、
個

人
で
修
繕
し
て
く
だ
さ
い
。

公
共
マ
ス
と
浄
化
槽
の
蓋
の
修

繕
は
、
原
因
が
通
常
使
用
に
よ
る

経
年
劣
化
や
製
品
の
不
具
合
、
自

然
現
象
な
ど
で
あ
る
場
合
は
、
町

で
負
担
し
ま
す
が
、
原
則
、
原
因

者
負
担
（
壊
し
た
人
が
直
す
）
と

な
り
ま
す
。

宅
内
の
マ
ス
蓋
な
ど
は
高

価
で
、
マ
ス
蓋
１
枚
あ
た
り

１
、０
０
０
円
〜
３
、０
０
０
円

程
度
、
浄
化
槽
の
蓋
の
場
合
、

８
、０
０
０
円
〜
１
６
、０
０
０
円

程
度
と
な
り
ま
す
。

破
損
が
生
じ
た
場
合
、
放
置
す

る
と
危
険
な
だ
け
で
な
く
、
汚
水

以
外
の
流
入
に
よ
り
汚
水
処
理
施

設
が
故
障
す
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す

の
で
、
マ
ス
が
壊
れ
た
と
き
は
、

速
や
か
に
下
水
道
課
へ
連
絡
し
、

指
示
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

壊
れ
る
の
を
防
ぐ
に
は
、
マ
ス

を
耐
荷
重
の
も
の
に
換
え
る
、
鉄

板
な
ど
を
上
に
敷
く
と
い
う
の
も

方
法
で
す
が
、
自
動
車
な
ど
が
上

に
乗
ら
な
い
よ
う
に
工
夫
す
る
の

が
最
善
で
す
。

適
正
な
処
置
で
気
持
ち
よ
く
汚

水
処
理
施
設
を
利
用
し
ま
し
ょ

う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

下
水
道
課　

☎
86
・
１
２
１
３

下
水
道
課
か
ら
の
お
願
い

下
水
道
宅
内
マ
ス
を
大
切
に

今
年
か
ら
団
塊
の
世
代
が
定
年

退
職
を
迎
え
、
移
住
へ
の
関
心
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

町
で
は
、Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
（
注
）

で
定
住
を
希
望
さ
れ
る
か
た
や
町

内
に
居
住
す
る
た
め
の
住
宅
を
お

探
し
の
か
た
へ
、
空
き
家
・
空
き

地
の
情
報
を
紹
介
し
て
い
く
た
め

登
録
台
帳（
空
き
家
情
報
カ
ー
ド
）

を
整
備
し
て
い
ま
す
。

「
空
き
家
情
報
カ
ー
ド
」に
よ
っ

て
、
町
内
に
所
在
す
る
空
き
家
な

ど
に
つ
い
て
、
そ
の
売
買
・
賃
貸

を
希
望
す
る
み
な
さ
ん
か
ら
の
情

報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
よ
っ

て
町
内
に
居
住
す
る
こ
と
を
希
望

し
て
い
る
か
た
に
紹
介
す
る
も
の

で
す
。

佐
用
町
に
お
い
て
も
空
き
家
な

ど
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
が

多
数
あ
り
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
集
落
内
及
び
親

類
、
知
人
な
ど
で
空
き
家
・
空
き

地
の
情
報
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お

手
数
で
す
が
商
工
観
光
課
ま
で
情

報
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課

　
　
　
　
　
　

☎
82
・
０
６
７
０

Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
で
定
住
を
希
望
さ
れ
る
か
た
向
け
に

空
き
家
・
空
き
地
の
情
報
募
集
!!

「
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
建
物
・
農
機
具
共
済
」

　
　
　
　
　

推
進
月
間　
（
11
月
・
12
月
）

〜
新
築
価
格
（
１
棟
に
つ
き
６
千
５
百
万
円
が
限
度
）

ま
で
ご
契
約
で
き
ま
す
〜

（注）ＵＪＩターンとは？ 
Ｕ： 出身地から地域外へ進学や就職のため都会に出た後、出身地に戻ること。 
Ｊ： 出身地から地域外へ進学や就職のため都会に出た後、出身地の近隣地域に戻ること。
Ｉ： 出身地にかかわらず、住みたい地域を選択し移り住むこと。
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多
重
債
務
で
お
困
り
の
か
た
は
ご
相
談
く
だ
さ
い　

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
相
談
を

　

借
金
返
済
の
た
め
借
金
を
繰
り

返
し
、
気
が
付
く
と
多
数
の
金
融

業
者
か
ら
、
多
額
の
借
金
を
抱
え

て
し
ま
う
こ
と
を
「
多
重
債
務
」

と
い
い
ま
す
。

　

多
重
債
務
の
問
題
は
、
必
ず
解

決
方
法
は
あ
り
ま
す
の
で
、
一
人

で
悩
ま
ず
に
次
の
と
こ
ろ
で
相
談

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
多
重
債
務
を
解
決
で
き

る
方
法
は
、
次
の
方
法
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

（
１
）
任
意
整
理

（
２
）
特
定
調
停

（
３
）
個
人
再
生
手
続

（
４
）
自
己
破
産

　

時
効
や
過
払
い
に
な
っ
て
い
る

借
入
も
あ
る
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。
自
分
で
手
続
き
を
す
る
こ
と

は
難
し
い
こ
と
で
も
、
相
談
窓
口

で
い
ろ
い
ろ
な
対
応
や
対
策
を
専

門
の
相
談
員
が
無
料
で
て
い
ね
い

に
相
談
に
答
え
、
無
料
の
弁
護
士

や
司
法
書
士
相
談
を
紹
介
し
ま

す
。
多
重
債
務
で
お
困
り
の
か
た

は
勇
気
を
出
し
て
相
談
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

■
相
談
窓
口

●
さ
わ
や
か
県
民
相
談　

　

西
播
磨
県
民
局

　

☎
０
７
９
１
・
58
・
２
１
０
０

●
消
費
生
活
相
談　

　

西
播
磨
生
活
科
学
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
７
９
１
・
75
・
０
９
９
９

■
お
問
い
合
わ
せ

　

商
工
観
光
課
☎
82
・
０
６
７
０

　

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
今
ま
で
、
弁

護
士
に
ご
相
談
さ
れ
た
こ
と
が
な

い
か
た
も
、
こ
の
機
会
に
ご
相
談

さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

日
ご
ろ
、
疑
問
に
思
っ
て
お
ら

れ
る
こ
と
、
お
悩
み
に
な
っ
て
お

ら
れ
る
こ
と
な
ど
、
ど
ん
な
さ
さ

い
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

■
と
き　

11
月
21
日
（
水
）

　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　

佐
用
町
役
場

　

第
二
庁
舎
２
階
会
議
室

■
そ
の
他

①
事
前
予
約
制
で
す
の
で
、
申
し

込
み
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
役

場
総
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
（
相
談
人
数
は
６
人
ま
で
と
な

り
ま
す
。
申
し
込
み
順
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
６
人
以
降
の
申
し
込

み
は
受
け
付
け
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
）。

②
相
談
時
間
は
一
人
30
分
ま
で
と

な
り
ま
す
。

■
主
催　

近
畿
弁
護
士
会
連
合
会

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
委
員
会

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
　

総
務
課　

☎
82
・
２
５
４
９

疑
問
や
お
悩
み
な
ど
お
気
軽
に

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談　

◎佐用町指定給水装置工事事業者新規登録
　給水装置工事の指定業者に新たに３事業者を追加
しました。
■追加した給水装置工事指定業者

　●給水装置工事の工事申込は・・・
　　給水装置の新設・改造・修繕・撤去などは、必ず指定
　給水装置工事事業者へお申し込みください。
　　指定給水装置工事事業者でないところへ依頼すると
　その工事は違反となりますので、ご注意ください。

◎水質検査結果の公表について
　水道課では「安全・安心・おいしい」水道水を安定供給
するため、水道法の基準に基づき取水した水を浄水場でろ
過、塩素消毒し、町民のみなさまに供給しています。
　こうした過程を経て供給された水道水の水質は、平成
19 年度水質検査計画に基づき、定期的に採水して検査を
行っています。水質検査結果は町公式ホームページの水
道課のページ（http://www.town.sayo.lg.jp/kakuka/
suidou/suishitsu_kensa_kekka.html）に掲載し、公表
していますのでご覧ください。
■お問い合わせ　
　水道課
　　　　☎８６- １２１２

　水道課からのお知らせ

業　　者　　名 住　所 電　話　番　号

是川設備工業㈱ 姫路市 (0792)69-0054
みすみ工業㈱ 相生市 (0791)25-4687
㈱森崎組 安川 217 (0790)78-0056
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８
月
25
日
に
さ
よ
う
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
で
、
人
権
フ
ェ
ス
タ
さ
よ
う

２
０
０
７
が
開
催
さ
れ
、
人
権
作
文
の
朗
読
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
先
月
号

で
、
利
神
小
学
校
６
年
の
鷲
谷
ゆ
い
さ
ん
の
人
権
作
文
を
掲
載
し
ま
し
た

の
で
、
今
月
号
で
上
津
中
学
校
３
年
の
服
部
洋
平
さ
ん
の
作
文
を
掲
載
し

ま
す
。

　
　   

一
人
ひ
と
り
を
大
切
に

　
《
人
権
作
文
》

高
齢
者
虐
待
っ
て
な
ん
で
す
か
？

高
齢
者
を
め
ぐ
る
深
刻
な
人

権
問
題
の
ひ
と
つ
に
虐
待
が
あ

り
ま
す
。

　

高
齢
者
虐
待
に
つ
い
て
は
、

ま
だ
統
一
さ
れ
た
定
義
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
一
般
的
に
は
、
次

の
５
つ
に
大
別
さ
れ
ま
す
。

①
身
体
的
虐
待

○
暴
力
的
行
為
な
ど
で
、
身
体
に

傷
や
ア
ザ
、
痛
み
を
与
え
る
行
為

○
外
部
と
の
接
触
を
意
図
的
、
継

続
的
に
遮
断
す
る
行
為

②
心
理
的
虐
待

○
脅
し
や
侮
辱
な
ど
の
言
語
や
威

圧
的
な
態
度
、
無
視
、
嫌
が
ら
せ

な
ど
に
よ
っ
て
精
神
的
、
情
緒
的

に
苦
痛
を
与
え
る
行
為

③
経
済
的
虐
待

○
本
人
の
合
意
な
し
に
財
産
や
金

銭
を
使
用
し
本
人
の
希
望
す
る
金

銭
の
使
用
を
理
由
な
く
制
限
す
る

こ
と

④
介
護
・
世
話
の
放
棄
・
放
任

○
意
図
的
で
あ
る
か
、
結
果
的
で

あ
る
か
を
問
わ
ず
、
介
護
や
生
活

の
世
話
を
行
っ
て
い
る
家
族
が
、

そ
の
世
話
を
放
棄
・
放
任
し
、
高

齢
者
の
生
活
環
境
や
身
体
・
精
神

的
状
態
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と

⑤
性
的
虐
待

○
本
人
と
の
間
で
合
意
が
形
成
さ

れ
て
い
な
い
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
性

的
な
行
為
ま
た
は
そ
の
強
要

虐
待
に
は
、
必
ず
サ
イ
ン
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
高
齢
者

か
ら
だ
け
で
な
く
、
家
族
や
介

護
者
か
ら
も
出
て
い
ま
す
。
深

刻
な
事
態
に
な
る
ま
で
に
サ
イ

ン
を
早
期
に
読
み
取
り
、
防
止

の
た
め
の
手
だ
て
を
と
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

介
護
者
同
士
が
さ
ま
ざ
ま
な
思

い
を
出
し
合
う
場
を
持
っ
て
、

気
分
転
換
を
図
っ
た
り
、
家
族

や
親
族
な
ど
の
間
で
介
護
に
つ

い
て
話
し
合
い
や
役
割
分
担
を

す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫

を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
普
段
か
ら
隣
近
所
や
地

域
の
人
た
ち
と
関
わ
り
を
持

ち
、
高
齢
者
の
尊
厳
を
大
切
に

し
な
が
ら
、
互
い
に
情
報
交
換

を
し
た
り
、
協
力
体
制
を
築
い

て
い
く
た
め
の
繋
が
り
を
つ

く
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
虐
待
な
ど
の
相

談
が
あ
っ
た
場
合
は
、
専
門
機

関
な
ど
に
す
ぐ
に
連
絡
が
で
き

る
よ
う
に
、
地
域
で
の
結
び
つ

き
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
っ

て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

（（
財
）
兵
庫
県
人
権
啓
発
協
会
発
行
資

料
「
自
分
ら
し
く
い
つ
ま
で
も
」
よ
り

■
お
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課

　
　
　
　

☎
82
・
３
３
３
６

 

高
齢
者
の
人
権
を
考
え
る
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こ
の
ほ
ど
山
田
麻
子
さ
ん
（
上

秋
里
）
が
絵
本
『
え
が
お
い
っ

ぱ
い
Ⅱ
』
を
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
０
２
年
５
月
に
出
版
さ
れ

た
絵
本
『
え
が
お
い
っ
ぱ
い
』

に
続
き
２
冊
目
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
障
が
い
を
持
っ
て

生
ま
れ
て
き
た
息
子
の
亮
君
が
、

周
り
の
友
だ
ち
に
励
ま
さ
れ
、

成
長
す
る
よ
う
す
を
麻
子
さ
ん

が
絵
本
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　
『
え
が
お
い
っ
ぱ
い
Ⅱ
』
で
は
、

小
学
校
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま

で
の
間
に
周
り
の
友
だ
ち
に
励

ま
さ
れ
、
地
域
の
人
た
ち
に
応

援
の
声
を
か
け
ら
れ
、
み
ん
な

で
一
緒
に
成
長
し
て
き
た
姿
。

そ
し
て
、
６
年
生
の
持
久
走
大

会
で
完
走
で
き
る
ま
で
の
よ
う

す
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

麻
子
さ
ん
は
、「
地
元
で
み
ん

な
と
一
緒
に
育
っ
た
亮
の
足
跡

で
す
。
こ
れ
か
ら
先
、
つ
ら
い

こ
と
が
あ
っ
て
も
、
こ
の
本
を

支
え
に
し
て
乗
り
越
え
て
い
っ

て
ほ
し
い
。
ま
た
、
周
り
の
す

べ
て
の
人
に
感
謝
の
気
持
ち
を

込
め
て
作
り
ま
し
た
。
同
じ
障

が
い
を
持
つ
人
に
も
励
み
に
し

て
も
ら
え
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
『
え
が
お
い
っ
ぱ
い
』『
え
が

お
い
っ
ぱ
い
Ⅱ
』
は
佐
用
町
立

図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
、
貸
し
出

し
を
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

山
田
麻
子
さ
ん
が
絵
本
『
え
が
お
い
っ
ぱ
い
Ⅱ
』
を
出
版

　
周
り
の
人
に
感
謝
を
込
め
て

山田麻子さん（右）と亮くん

ぜひ一度ご覧ください

　　　

町
の
人
権
問
題
に
取
り
組
ん
で

頂
く
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、
押

田
美
代
子
さ
ん
（
西
河
内
）
が
10

月
１
日
付
け
で
新
た
に
委
嘱
を
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
既
に
人
権
擁
護
委
員
と

し
て
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
、
間
嶋

太
一
郎
さ
ん
（
櫛
田
）、
岩
本
美

保
子
さ
ん
（
真
宗
）
の
お
二
人
も

同
日
付
け
で
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
に
押
田
美
代
子
さ
ん
が
就
任　

お
気
軽
に
ご
相
談
を

左から岩本美保子さん、押田
美代子さん、間嶋太一郎さん
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三
日
月
地
域
づ
く
り
協
議
会
の

中
部
地
域
（
真
宗
、
志
文
、
春
哉
、

徳
平
、
乃
井
野
、
西
市
、
田
此
の

７
自
治
会
）
で
構
成
す
る
三
方
里

部
会
（
部
会
員
10
人
）
が
、
９
月

30
日
、
春
哉
集
落
の
県
道
沿
い
に

あ
る
防
犯
灯
周
辺
の
木
の
伐
採
を

行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
の
通
学

路
を
中
心
に
、
防
犯
灯
に
関
す
る

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
７
月
の
夜

に
実
施
し
、
暗
い
箇
所
、
電
灯
が

切
れ
て
い
る
箇
所
、
木
が
茂
り
効

果
が
無
い
箇
所
な
ど
を
確
認
し
た

上
で
の
活
動
で
す
。

　

高
所
作
業
車
や
ダ
ン
プ
カ
ー
な

ど
の
機
材
は
、
部
会
員
各
自
で
準

備
し
、
防
犯
灯
に
被
さ
る
大
量
の

木
の
枝
を
伐
採
し
ま
し
た
。

　

作
業
終
了
後
、
竹
内
勝
也
部
会

長
（
乃
井
野
）
は
「
子
ど
も
た
ち

の
防
犯
対
策
と
し
て
、
ま
ず
は
自

分
た
ち
で
出
来
る
こ
と
を
考
え

て
、
実
践
し
て
み
た
。
こ
れ
を
ス

テ
ッ
プ
に
、
少
し
ず
つ
地
域
づ
く

り
に
取
り
組
む
と
同
時
に
、
地
域

住
民
へ
地
域
づ
く
り
の
Ｐ
Ｒ
を

行
っ
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

通
学
路
の
安
全
確
保
を

三
日
月
地
域
づ
く
り
協
議
会　

　

こ
の
ほ
ど
、
平
福
伝
統
文
化

保
存
会
南
艶(

み
つ
や)

会
（
中

野
直
樹
会
長
・
南
新
町
）
で
は
、

平
福
地
区
の
秋
祭
り
で
古
く
か

ら
使
わ
れ
て
き
た
屋
台
を
自
分

た
ち
の
手
で
改
修
し
ま
し
た
。

　

平
福
地
区
で
は
、
以
前
は
各

集
落
に
１
台
ず
つ
屋
台
が
あ
り
、

に
ぎ
や
か
な
秋
祭
り
が
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
担
ぎ
手
の
減

少
に
よ
っ
て
集
落
で
は
維
持
で

き
な
く
な
り
、
屋
台
は
出
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。　
　
　

　

平
成
17
年
に
地
区
全
体
で
屋

台
１
台
を
復
活
さ
せ
ま
し
た
が
、

こ
の
屋
台
も
老
朽
化
に
よ
っ
て
、

傷
み
が
激
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
同
保
存
会
の
メ
ン

バ
ー
が
自
分
た
ち
の
手
で
、
布

団
屋
根
屋
台
の
屋
根
や
伊
達
綱
、

台
車
の
改
修
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。
新
調
さ
れ
た
台
車
の
内
壁

に
は
、
子
ど
も
た
ち
の
手
形
が

押
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
野
会
長
は
「
南
艶
会
は
若

い
者
が
多
く
、
た
い
へ
ん
苦
労

し
ま
し
た
が
、
地
域
の
か
た
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
工
夫
を

凝
ら
し
た
屋
台
に
な
り
ま
し
た
。

年
齢
に
関
係
な
く
地
域
の
み
ん

な
が
親
睦
を
図
り
、
子
ど
も
た

ち
の
健
全
育
成
や
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
が
れ
ば
う
れ
し
い
で

す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

自
分
た
ち
の
手
で
屋
台
を
改
修

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

平
福
伝
統
文
化
保
存
会
南
艶
会　

随所に工夫を凝らしました

子どもたちの手形が押されました

高所作業車での木伐採作業

　

10
月
20
日
、
三
日
月
連
合
老
人

ク
ラ
ブ
と
社
会
福
祉
協
議
会
が
主
催

の
、
三
世
代
交
流
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
が
、
社
会
福
祉
協
議
会
三
日

月
支
所
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
約
１
０
０

人
が
競
技
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

昨
年
に
続
き
２
回
目
の
開
催
で
す

が
、
近
隣
市
町
で
、
子
ど
も
た
ち
を

巻
き
込
む
犯
罪
が
発
生
し
て
い
る
た

め
、
駐
在
所
の
警
察
官
も
特
別
に
参

加
。
開
会
式
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の

防
犯
、
地
域
ぐ
る
み
で
の
取
り
組
み

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

競
技
は
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
で
行

わ
れ
、
競
技
時
間
の
合
間
に
は
、
社

会
福
祉
協
議
会
三
日
月
支
所
内
で
、

特
別
に
行
わ
れ
た
喫
茶
サ
ー
ビ
ス

で
、
楽
し
い
会
話
が
弾
み
ま
し
た
。

　

競
技
終
了
後
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
船

曳
猛
会
長
（
田
此
）
は
「
み
ん
な
の

笑
顔
を
見
る
こ
と
が
出
来
て
何
よ

り
。
ふ
れ
あ
い
の
輪
が
広
が
る
こ
と

が
、
地
域
防
犯
の
第
一
歩
。
こ
れ
か

ら
も
続
け
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
　
　

三
日
月
連
合
老
人
ク
ラ
ブ　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
交
流
を
深
め
る

みんななごやかに楽しみました
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10
月
14
日
に
上
三
河
の
舞
台
で

第
19
回
兵
庫
の
ま
つ
り
ー
ふ
れ
あ

い
の
祭
典「
農
村
歌
舞
伎
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
、
秋
晴
れ
の
下
、
歌

舞
伎
や
芝
居
な
ど
を
楽
し
ん
で
い

た
昔
な
が
ら
の
農
村
風
景
が
よ
み

が
え
り
ま
し
た
。

　

桜
舞
台
と
も
呼
ば
れ
、
国
の
重

要
有
形
民
俗
文
化
財
の
指
定
を
受

け
て
い
る
こ
の
舞
台
は
、
上
三
河

農
村
舞
台
保
存
会
の
協
力
の
も

と
、
２
年
ご
と
に
公
開
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

当
日
は
、
各
演
目
の
舞
台
転
換

に
床
面
の
回
り
舞
台
や
ガ
ッ
タ
リ

を
活
用
し
た
操
作
も
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
は
、
せ
き
の
み
や
子
ど
も

歌
舞
伎
ク
ラ
ブ
（
養
父
市
）、
多

可
町
中
央
公
民
館
播
州
歌
舞
伎
ク

ラ
ブ
（
多
可
郡
）、
南
光
子
ど
も

歌
舞
伎
ク
ラ
ブ
と
そ
の
卒
団
生
を

中
心
と
し
た
南
光
歌
舞
伎
ク
ラ
ブ

(

佐
用
町)
の
４
団
体
の
競
演
と

な
り
ま
し
た
。

　

幕
開
け
に
、
南
光
歌
舞
伎
ク
ラ

ブ
が
祝
儀
物
と
し
て
最
初
に
踊
ら

れ
る
「
寿
・
式
三
番
叟
」
を
発
表

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
南
光
子
ど
も
歌
舞
伎
ク

ラ
ブ
は
「
義
経
千
本
桜　

吉
野
山

静
・
忠
信
道
行
の
場
」
を
演
じ
、

小
学
２
年
か
ら
６
年
生
14
人
の

堂
々
と
し
た
演
技
に
客
席
か
ら
掛

け
声
が
か
か
っ
た
り
、
播
州
歌
舞

伎
独
特
の
方
言
を
取
り
入
れ
た
ア

ド
リ
ブ
や
所
作
で
笑
わ
せ
る
な

ど
、
観
客
と
出
演
者
が
一
体
と
な

り
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
た
く
さ

ん
の
お
ひ
ね
り
も
飛
び
交
う
な
か

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

■参考本：「上月合戦～織田と毛利の争奪戦～」　※町教育委員会・上月歴史資料館において￥500 で販売中。

　
（
前
号
よ
り
つ
づ
く
）

　

さ
て
味
方
の
城
、
上
月
城
を

落
と
さ
れ
た
毛
利
氏
は
奪
い
返

す
行
動
を
起
こ
し
ま
す
。
吉
川
・

小
早
川
の
軍
が
佐
用
郡
へ
と
進

出
し
、
上
月
城
を
取
り
囲
ん
だ

の
は
天
正
六
年(

一
五
七
八)

４
月

18
日
の
こ
と
で
し
た
。

　

こ
の
時
の
毛
利
氏
は
上
月
城

を
柵
や
杭
、
堀
な
ど
で
三
重
四

重
に
も
囲
み
、
さ
ら
に
陣
城
を

周
り
に
造
る
な
ど
厳
重
な
包
囲

網
を
敷
い
て
い
ま
す
。

　

尼
子
氏
が
籠
も
る
上
月
城
が

毛
利
氏
に
よ
っ
て
攻
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
知
っ
た
秀
吉
は
荒

木
村
重
ら
と
共
に
上
月
城
救
援

に
向
か
い
、
５
月
４
日
に
今
の

山
脇
集
落
の
南
東
山
頂
に
あ
る

高
倉
山
に
陣
を
置
き
ま
す
。
こ

の
時
両
軍
の
数
は
毛
利
軍
３
万
、

対
す
る
織
田
軍
は
１
万
で
あ
っ

た
と
吉
川
元
長
の
手
紙
に
は
書

か
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
て
織
田
と
毛
利
は
上

月
城
を
巡
っ
て
睨
み
合
い
を
続

け
ま
す
が
、
こ
れ
よ
り
少
し
前

に
三
木
の
別
所
長
治
が
毛
利
側

に
つ
き
籠
城
を
続
け
て
い
た
た

め
、
兵
力
を
裂
か
れ
た
織
田
氏

に
は
不
利
な
状
況
で
し
た
。

　

こ
の
た
め
秀
吉
は
信
長
に
今

後
の
指
示
を
仰
い
だ
と
こ
ろ
、

兵
を
引
き
三
木
城
攻
め
を
優
先

す
る
よ
う
命
ぜ
ら
れ
た
た
め
、

6
月
26
日
に
秀
吉
は
高
倉
山
か

ら
撤
退
し
ま
し
た
。
そ
し
て
孤

立
無
援
と
な
っ
た
上
月
城
の
尼

子
氏
は
7
月
5
日
つ
い
に
開
城

し
、
上
月
城
は
落
城
し
ま
す
。

　

開
城
に
あ
た
っ
て
山
中
幸
盛

(

鹿
介)

が
降
伏
を
申
し
入
れ
、

そ
の
結
果
、
尼
子
勝
久
ら
は
切

腹
、
幸
盛
ら
生
捕
り
の
者
は
備

中
松
山
に
送
る
よ
う
申
し
付
け

ら
れ
ま
す
。
そ
の
後
幸
盛
が
高

梁
川
の
合
の
渡
し
で
切
ら
れ
た

こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

上
月
城
は
こ
の
合
戦
の
後
、

歴
史
の
表
舞
台
に
あ
ら
わ
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

い
ま
で
は
上
月
城
や
周
囲
の

山
頂
に
残
る
城
跡
な
ど
が
当
時

の
面
影
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ　

　
⑤　

上月城跡

第
19
回
兵
庫
の
ま
つ
り―

ふ
れ
あ
い
の
祭
典
「
農
村
歌
舞
伎
ま
つ
り
」　

２
年
ぶ
り
に
「
上
三
河
の
舞
台
」
で
歌
舞
伎
を
披
露南光子ども歌舞伎クラブによる

「義経千本桜」

南光歌舞伎クラブによる「寿・式三番叟」

多可町中央公民館播州歌舞伎クラブによる
「絵本太功記」
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「秋の全国火災予防運動」　　１１月９日（金）～１５日（木）

統一標語「火は見てる　あなたが離れる　その時を」

　
　
　
　
　
　

町
消
防
本
部　

防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

　

町
消
防
本
部
で
は
、
毎
年
６
月

か
ら
９
月
に
か
け
て
、
町
内
の
小

学
４
年
生
を
対
象
に
防
火
ポ
ス

タ
ー
を
募
集
し
、
防
火
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
は
、
児
童
に
防
火
に
対
す

る
意
識
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と

や
、
作
品
を
町
内
の
ス
ー
パ
ー
な

ど
に
展
示
す
る
こ
と
で
、
町
民
の

み
な
さ
ん
に
火
災
予
防
を
呼
び
か

け
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の

で
、
今
年
は
１
８
２
点
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。

　

10
月
３
日
に
関
係
者
に
よ
る
審

査
会
を
開
催
し
、
入
賞
５
作
品
と

努
力
賞
10
作
品
が
選
出
さ
れ
ま
し

た
。
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す

（
敬
称
略
）。

■
佐
用
町
消
防
長
賞　

　

尾
﨑　

希
（
三
河
小
）

■
佐
用
町
防
火
委
員
会
長
賞

　

高
本　

栞
（
佐
用
小
）

■
佐
用
町
消
防
団
長
賞

　

森
脇
梨
奈
（
中
安
小
）

■
佐
用
町
教
育
長
賞

　

竹
本
紗
也
加
（
上
月
小
）

■
神
戸
新
聞
社
賞

　

山
下
季
輝
（
上
月
小
）

■
努
力
賞

　

田
中　

南
（
利
神
小
）、
山
口
鈴

佳
（
幕
山
小
）、
原
田
美
奈
子
（
利

神
小
）、
小
南
レ
イ
ナ
（
徳
久
小
）、

木
村
夏
葵
（
江
川
小
）、
南
波
里
菜

（
中
安
小
）、
大
田
加
奈
子
（
上
月

小
）、
森
田
真
穂
（
三
河
小
）、
福

本
健
吾
（
久
崎
小
）、藤
木
文
香
（
三

日
月
小
）

尾
﨑  

希
さ
ん

高
本  

栞
さ
ん

森脇梨奈さん竹本紗也加さん山下季輝さん

１ 

ゴ
ミ
を
屋
外
に
置
か
な
い
よ

　

う
に
し
ま
し
ょ
う

　

ゴ
ミ(

特
に
生
ゴ
ミ
入
り
の
も

の)

は
ク
マ
を
誘
引
し
ま
す
。
屋

外
に
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、田
畑
へ
の
残
飯
ま
き
、

収
穫
し
な
い
野
菜
の
放
置
も
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

２ 

食
料
は
、
ク
マ
に
気
づ
か
れ
な

　

い
と
こ
ろ
に
収
納
し
ま
し
ょ
う

　

匂
い
に
敏
感
な
ク
マ
が
、
屋
外

や
納
屋
な
ど
に
あ
る
食
料
に
気
づ

け
ば
食
べ
に
く
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
ク
マ
が
気
づ
か
な
い
よ
う
、

果
物
、
穀
物
、
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
な

ど
は
厳
重
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い

（
納
屋
・
倉
庫
な
ど
の
戸
締
り
も

し
っ
か
り
と
し
ま
し
ょ
う
）。

３ 

果
実
は
早
め
に
収
穫
し
ま
し
ょ
う

　

ク
マ
の
好
物
で
あ
る
柿
な
ど
の

果
実
は
早
め
に
も
ぎ
取
っ
て
処
分

し
ま
し
ょ
う
。

４ 

で
き
る
だ
け
ヤ
ブ
や
草
む
ら

　

を
刈
り
取
り
ま
し
ょ
う

　

住
居
や
通
路
周
辺
に
ク
マ
が
ひ

そ
み
や
す
い
ヤ
ブ
や
草
む
ら
が
あ

る
場
合
は
、で
き
る
限
り
刈
り
取
っ

て
見
通
し
を
よ
く
し
、
出
会
い
頭

の
接
触
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

５ 

山
や
森
林
の
近
く
に
行
く
と
き
は
音

　

の
出
る
も
の
を
携
行
し
ま
し
ょ
う

 　

山
や
森
林
付
近
の
農
地
に
出

か
け
る
と
き
、
あ
る
い
は
夜
間
に

外
出
す
る
と
き
は
、
鈴
や
ラ
ジ
オ

な
ど
音
の
出
る
も
の
を
身
に
付
け

ま
し
ょ
う
。
特
に
雨
の
日
や
川
沿

い
の
場
所
で
は
、
人
間
の
臭
い
や

物
音
が
ク
マ
に
伝
わ
り
に
く
い
た

め
、
大
き
な
音
を
出
し
て
人
間
の

存
在
を
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

６ 

人
里
で
も
夕
方
か
ら
朝
ま
で
の
外

　

出
は
特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

ク
マ
は
夕
方
か
ら
早
朝
の
間
に
人

里
に
出
没
す
る
可
能
性
が
高
く
な
り

ま
す
。
こ
の
時
間
帯
は
、
絶
対
に
柿

の
木
の
近
く
な
ど
ク
マ
が
い
そ
う
な

所
に
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

■
ク
マ
を
目
撃
し
た
場
合
は
、
農

　

林
振
興
課
☎
82
・
０
６
６
７
ま

　

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
に
よ
る
人
身
事
故
防
止
の
た
め
に

　

秋
か
ら
初
冬
に
か
け
て
は
、
冬
眠
前
の
ツ
キ
ノ
ワ

グ
マ
が
食
料
を
求
め
て
人
家
や
納
屋
、
果
樹
な
ど
に

や
っ
て
来
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
ク
マ
を
集

落
や
農
地
に
寄
せ
付
け
な
い
よ
う
、
ま
た
、
ふ
い
に

ク
マ
に
遭
遇
し
な
い
よ
う
に
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
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　　　　救命士からの

ワンポイントアドバイス
　今回は

出血したときの止血法について
　今回は止血法についてです。出血が多いときは、速や
かに止血の手当てをしなければなりません。私たちの体
には、体重の約１３分の 1( 約８％ ) の血液があると言
われています。体重６０kgの人では約5ℓになりますが、
このうち３分の 1( 約 1.6ℓ ) 以上、つまりペットボトル
１本以上を失うと生命が危険な状態になるとも言われて
います。
　まず、落ち着いてどんな出血か観察してください。

 
 
止血の方法 ( 直接圧迫止血 )
　応急手当の止血法としては、出血している部分を直接
圧迫する直接圧迫止血法が基本です。
１．きれいなガーゼ、ハンカチ、タオルを重ねて傷口に
　　当て、その上を手で
　　圧迫します。
２．片手で圧迫しても止
　　血出来ない場合は、
　　両手で体重を乗せ圧
　　迫します。
３．感染防止のため、血
　　液には直接触れないようにビニール袋などを使用し
　　てください。
４．止血のために、手足を細い紐や針金で縛ることは神
　　経や筋肉を損傷するので、 絶対してはいけません。
５．ガーゼが血液で濡れてくるのは、圧迫する場所がず
　　れているか、圧迫する力が足りないからです。新た
　　なガーゼを重ねより強く圧迫し直します。

■お問い合わせ
　消防署　☎８２- ３８７２

動脈性出血
　噴出するよう
な出血をいいま
す。鮮紅色の血
液が脈拍に一致
し て 噴 出 し ま
す。緊急に止血
しなければなら
ないのはこの出
血です。

静脈性出血
　暗赤色の血液
が 持 続 的 に 湧
き出るように出
ます。あわてる
必要はありませ
ん。しっかりと
傷口にガーゼを
当て押さえてく
ださい。

毛細血管性出血
　指先を切った
り、すりむいた
ときの、にじみ
出るような出血
です。普通その
ままにしておい
ても自然に止ま
ります。

救急ミニ知識　出血の目安
　床に広がったり、衣服に付いた出血の量は、約
３０㎝四角で１００cc ぐらいと計算します。

交
通
安
全
決
起
集
会
を
開
催　

佐用クリーンセンター
１１月、１２月
祝祭日の業務

11
月

12
月

3 23 24 29
( 土 ) ( 金 ) （月） （土）
文
化
の
日

勤
労
感
謝
の
日

振
替
休
日

年
末
臨
時
開
庁

ごみの収集 休 ○ ○ 休
直接搬入 
■受付 
午前 9 時～ 
午後 4 時　
　30 分

燃えるごみ
休 ○ ○ ○

月～金
燃えないごみ

○ ○ ○ ○
月～土

　

秋
の
「
燃
え
な
い
粗
大

ご
み
の
収
集
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。

【
南
光
地
域
】

　

11
月
６
日
（
火
）
〜

【
三
日
月
地
域
】

　

11
月
14
日
（
水
）
〜

　

佐
用
地
域
・
上
月
地
域

は
終
了
し
ま
し
た
。

　

各
集
落
の
日
程
な
ど
詳

し
く
は
広
報
さ
よ
う
10
月

号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

佐
用
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
82
・
０
２
９
３

佐
用
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

僕
た
ち
私
た
ち
の
約
束

「
道
路
で
は
遊
ば
な
い
、
飛
び
出
さ
な
い
」　

　

９
月
21
日
に
、
Ｊ
Ｒ
上
月
駅
で
佐

用
郡
交
通
対
策
協
議
会
主
催
に
よ
る

交
通
安
全
決
起
集
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

自
治
会
や
老
人
会
、
経
営
者
協
会

な
ど
14
団
体
、
約
１
２
０
人
が
参
加

し
、「
飲
酒
運
転
を
し
な
い
、
さ
せ

な
い
」「
ス
ピ
ー
ド
は
控
え
め
に
し
、

思
い
や
り
の
あ
る
運
転
を
す
る
」
な

ど
の
交
通
事
故
防
止
の
決
意
表
明
や

「
み
ん
な
で
交
通
事
故
の
な
い
町
づ

く
り
を
す
す
め
よ
う
」
と
、
交
通
安

全
宣
言
の
朗
読
と
採
択
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
に
参
加
し
、
元
気
な
歌

と
「
道
路
で
は
遊
ば
な
い
、
飛
び
出

さ
な
い
」
な
ど
、
良
い
子
の
約
束
を

し
て
く
れ
た
上
月
保
育
園
児
が
、
交

通
事
故
ゼ
ロ
の
願
い
を
込
め
て
大
空

に
風
船
を
放
ち
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
早
瀬
と
円
光
寺
の
２
会

場
で
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
安
全
運
転
を

呼
び
か
け
る
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
30
日
ま
で
の
交
通
安
全
運

動
の
期
間
中
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
団
体

の
み
な
さ
ん
に
よ
る
、
朝
の
交
通
立

ち
番
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
交
通
事
故

の
な
い
地
域
社
会
を
願
っ
て
の
活
動

が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
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    11 月  November  霜月    12 月  December  師走

　

10
月
４
日
、
11
日
、
18
日
に
、

８
回
目
と
な
る
中
学
生
と
の
交

流
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

安
全
・
目
線
・
笑
顔
の
３
つ

の
約
束
を
中
学
生
に
お
願
い
し

ま
し
た
。
ゲ
ー
ム
を
し
て
少
し

ず
つ
気
持
ち
を
ほ
ぐ
し
て
か
ら

４
つ
の
班
に
わ
か
れ
て
、
お
し

め
交
換
や
ミ
ル
ク
を
飲
ま
せ
た

り
し
て
、
子
ど
も
の
目
線
に
あ

わ
せ
た
遊
び
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

最
初
は
、
こ
わ
ご
わ
子
ど
も

を
さ
わ
っ
て
い
た
中
学
生
の
笑

顔
を
見
た
と
き
、
参
加
し
た
お

母
さ
ん
た
ち
か
ら
次
の
よ
う
な

感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

「
初
め
は
、
少
し
泣
い
て
し
ま
っ

て
ど
う
な
る
の
か
心
配
し
ま
し

た
が
、
優
し
く
接
し
て
、
優
し

く
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
す

ご
く
楽
し
ん
で
い
た
の
で
よ
か

っ
た
で
す
。
オ
ム
ツ
替
え
も
と

て
も
上
手
で
感
心
し
ま
し
た
。

こ
の
交
流
で
い
ろ
い
ろ
学
ん
で

も
ら
え
た
と
思
い
ま
す
し
、
ま

た
、
私
も
す
ご
く
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
」。

　

今
、
子
育
て
に
奮
闘
し
て
い

る
お
母
さ
ん
た
ち
に
と
っ
て
、

わ
が
子
が
中
学
生
に
な
っ
た
時
、

こ
ん
な
お
兄
ち
ゃ
ん
や
お
姉
ち

ゃ
ん
に
な
っ
て
く
れ
た
ら
い
い

な
あ
と
思
え
る
交
流
会
に
な
り

ま
し
た
。

　

中
学
生
に
と
っ
て
は
、
自
分

た
ち
も
親
に
大
切
に
愛
さ
れ
て

育
て
ら
れ
た
こ
と
を
思
い
出
す

機
会
と
な
り
、
だ
か
ら
こ
そ
、

大
切
な
命
で
あ
る
こ
と
の
再
認

識
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

　

笑
っ
た
り
、
泣
い
た
り
、
ほ

め
た
り
、
し
か
っ
た
り
、
親
子

が
真
剣
に
向
か
い
合
う
こ
と
が

親
子
の
絆
の
第
一
歩
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

★
お
問
い
合
わ
せ

　

キ
ラ
キ
ラ
ッ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

     　
　

   　

☎
82
・
４
１
０
８

　

ビ
ス
ラ
ッ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

     　

 　

 　

 

☎
86
・
１
１
５
３

　

ひ
ま
わ
り
っ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　

☎
78
・
０
２
６
４

　

み
か
づ
き
っ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

　
　
　
　

    

☎
79
・
３
７
８
８

　 11 月の巡回日は17 日 ( 土）です。

「
調
べ
も
の
の
達
人
に
な
ろ
う

　

-

本
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を　

　
　
　
　

使
っ
て
調
べ
る
コ
ツ
」

●
日
時　

11
月
24
日
（
土
）

　
　
　
　

12
月
１
日
（
土
）

　

い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
正
午

　

※
２
回
連
続
講
座

●
場
所　
さ
よ
う
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
会
議
室

●
講
師　

兵
庫
県
立
図
書
館
司
書

●
内
容　

図
書
館
の
本
と
イ
ン
タ

　

ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
効
果
的
に

　

調
べ
る
コ
ツ
を
学
び
ま
す
。

●
対
象　

高
校
生
か
ら
一
般　

　

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
基
本
的
な
使
い

　

方
が
わ
か
る
か
た
を
対
象
と
し
ま
す
。

●
定
員　

10
名

　

※
応
募
多
数
の
場
合
、
２
回
と
も

　

参
加
で
き
る
か
た
を
優
先
し
ま
す
。

●
参
加
費　

無
料

●
そ
の
他　

参
加
希
望
の
か
た
は

　

図
書
館
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ

　

さ
い
。

●
日
時　

毎
週
土
曜
日

　

午
後
２
時
30
分
〜
３
時
30
分

●
場
所　

図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

●
対
象　

幼
児
・
小
学
生

●
そ
の
他　

申
込
不
要

■
小
さ
い
人
（
５
歳
以
上
）

●
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
後
２
時
30
分
〜
３
時

●
場
所　

図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

　

現
在
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
に
新

し
い
サ
ー
ビ
ス
が
加
わ
り
ま
し

た
。

　

こ
れ
ま
で
の
蔵
書
検
索
や
行
事

案
内
の
お
知
ら
せ
な
ど
に
加
え
、

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
か
ら
、
貸

出
予
約
や
利
用
状
況
の
確
認
な
ど

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
は
、

図
書
館
カ
ー
ド
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
使
用
す
る
パ
ス
ワ
ー
ド
が

必
要
で
す
。
図
書
館
カ
ー
ド
と
パ

ス
ワ
ー
ド
は
、
図
書
館
カ
ウ
ン

タ
ー
で
発
行
し
ま
す
の
で
、
ご
来

館
く
だ
さ
い
。

●
11
月
の
お
は
な
し

　
　
「
腰
折
れ
す
ず
め
」

■
大
き
い
人（
小
学
３
年
生
以
上
）

●
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
後
３
時
〜
３
時
30
分

●
場
所　

図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

●
11
月
の
お
は
な
し

　
　
「
も
の
し
り
博
士
」

※
そ
の
他　

い
ず
れ
も
申
込
不
要

●
日
時　

11
月
24
日(

土)

　

午
後
２
時
〜
２
時
30
分

●
場
所　
さ
よ
う
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
会
議
室

●
対
象　

３
歳
以
上
の
子
ど
も　

　
　
　
　
　
（
親
の
参
加
も
可
）

●
11
月
の
お
り
が
み　

　
　
「
白
鳥
と
あ
ひ
る
」

●
そ
の
他　

申
込
不
要

  

お
り
が
み
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

中学生の腕の中でスヤスヤ
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◎
年
の
せ
い
に
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

人
の
名
前
や
物
の
名
前
が
浮
か

ん
で
こ
な
い
、
物
の
置
き
場
所
を

忘
れ
る
と
い
っ
た
「
も
の
忘
れ
」

は
、
誰
に
で
も
あ
る
も
の
で
す
。

　

し
か
し
、
中
に
は
、
病
的
な
も

の
も
疑
わ
れ
ま
す
。
年
と
と
も
に

身
体
だ
け
で
な
く
、
知
覚
・
精
神

面
の
機
能
も
低
下
し
て
き
ま
す
。

　

ま
た
、
感
情
の
起
伏
が
激
し
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
何
に
で

も
す
ぐ
怒
る
、
怒
り
っ
ぽ
く
な
っ

た
な
ど
、
こ
れ
も
、
脳
の
老
化
現

象
の
一
つ
と
し
て
あ
げ
ら
れ
ま

す
。「
感
情
の
起
伏
が
激
し
い
」

こ
と
と
は
異
な
り
、
脳
の
機
能
が

低
下
し
て
感
情
を
抑
制
し
た
り
、

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
り
す
る
働
き

が
弱
く
な
っ
た
た
め
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。「
あ
ん
な
こ
と
を
言
っ

た
り
、
し
た
り
す
る
人
じ
ゃ
な

か
っ
た
の
に
・
・
・
」
な
ど
と
い

う
の
も
同
じ
こ
と
が
言
え
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
は
、
老
化
現
象

だ
け
で
な
く
、
病
気
か
ら
起
こ
っ

て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
中

高
年
の
か
た
は
、
要
注
意
で
す
。

　

今
後
、
高
齢
化
が
進
む
ほ
ど
、

病
的
な
も
の
忘
れ
（
認
知
症
）
は

増
加
の
一
途
を
た
ど
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
早
め
の
対
処
が
大

切
で
す
。

◎
「
も
の
忘
れ
」
は
、
い
ろ
い
ろ

な
病
気
の
は
じ
ま
り

　
「
も
の
忘
れ
」
は
、
次
の
よ
う

な
病
気
の
初
期
症
状
と
し
て
も
出

て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
認
知

症
を
は
じ
め
脳
血
管
障
害
、
パ
ー

キ
ン
ソ
ン
病
、
頭
部
外
傷
、
慢
性

硬
膜
下
血
腫
、
甲
状
腺
機
能
低
下

症
、う
つ
病　

脳
腫
瘍
な
ど
で
す
。

こ
れ
ら
は
、
専
門
医
を
受
診
し
必

要
な
検
査
を
し
な
い
と
わ
か
り
ま

せ
ん
。

　

こ
れ
ら
の
病
気
は
、
他
に
見
ら

れ
る
こ
と
と
し
て
、
眠
れ
な
い
、

何
も
す
る
気
が
し
な
い
、
食
欲
が

な
い
、
体
が
し
ん
ど
い
、
元
気
が

な
い
、
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
、

動
作
緩
慢
、
考
え
が
ま
と
ま
ら
な

い
、
無
関
心
な
ど
や
、
何
と
な
く

ボ
ー
ッ
と
し
て
い
た
り
、
し
ゃ
べ

り
に
く
い
、足
が
挙
が
り
に
く
い
、

手
足
の
ふ
る
え
や
し
び
れ
、
麻
痺

な
ど
を
伴
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
症
状
は
ご
自
分
で
気

が
つ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
周

囲
の
ほ
う
が
早
く
気
づ
く
こ
と
が

多
い
も
の
で
す
。

　

気
に
な
る
場
合
は
早
め
に
相
談

や
内
科
・
神
経
内
科･

老
年
科
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

健
康
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は「
も
の
忘
れ
健
康
相
談
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

次
回
の
相
談
日
は
、
12
月
26
日

（
水
）
午
後
（
予
約
制
）
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

健
康
課　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
87
・
８
０
２
０

●大人向けの本
　タオ－老子　　　　　  　老子／ [ 原著 ]　筑摩書房
　ちょいデキ！　　　　　   青野慶久／著　文芸春秋
　夢殿の闇　－聖徳太子と消された覇王　　
　　　　　　　　　　   小椋一葉／著　河出書房新社
　日本の世界遺産歩ける地図帳　
　　　　　　　　　　   山と渓谷社／編　山と渓谷社
　奈良名所むかし案内　－絵とき「大和名所図会」　　　
　　　　　　　　　　　　　   本渡　章／著　創元社
　銀行儲かってます！　　　   荒　和雄／著　集英社
　人は「暗示」で９割動く！　－人間関係がラクになるコ
　　　ミュニケーション心理術　  内藤誼人／著　すばる舎
　自分の顔を見るのが好きな人は病気になりにくい
　　　　　　　　   山村慎一郎／著　サンマーク出版
　「食べもの神話」の落とし穴　－巷にはびこるフードファ
　　　ディズム　　　　　   　  高橋久仁子／著　講談社
　北欧ミラクルニット　
　　　　   キリヤ・コングスバック／著　文化出版局
　あったか土鍋ごはん＋おかず 　
                                                牛尾理恵／著　成美堂出版

　映画英語のリスニング  新装版　
　　　　　　　　　　　　   森田勝之／編著　ＤＨＣ
　老春も愉し　（晴美と寂聴のすべて　続）
　　　　　　　　　　　　   瀬戸内寂聴／著　集英社
　陰陽屋へようこそ　　　   天野頌子／著　ポプラ社
★交渉人遠野麻衣子・最後の事件　
　　　　　　　　　　　　   五十嵐貴久／著　幻冬舎
▲夕映え　　　 宇江佐真理／〔著〕　角川春樹事務所
　月明かり（慶次郎縁側日記）　
                                                     北原亜以子／著　新潮社
■はぐれ鷹　　　　　   　　熊谷達也／著　文芸春秋
　貸し込み　上・下　　   　黒木　亮／著　角川書店
■追伸　　　　　　　　　   真保裕一／著　文芸春秋
★西遊記　上・下　　　   平岩弓枝／著　毎日新聞社
　日曜農園　　　　　　　　   松井雪子／著　講談社
　白の協奏曲（コンチェルト）　山田正紀／著　双葉社
　山手線内回り　　   　柳　美里／著　河出書房新社
　まぼろしハワイ　　   よしもとばなな／著　幻冬舎
　楽園にようこそ　高橋克彦／著　日本放送出版協会
　ドリームハンター　上 虹のオペラ / 下 震える大地
　　   エリザベス・ノックス／著　日本放送出版協会

●子ども向けの本
　かさぶたってどんなぶた　
　　　　　　　　　　　   小池昌代／編　あかね書房
　ねぼすけはとどけい　
　　　　　　　   ルイス・スロボドキン／作　偕成社
　曲芸師ハリドン　
　　　　   ヤコブ・ヴェゲリウス／作　あすなろ書房

▲は図書館と上月図書室に、★は図書館と南光図書
室に、■は図書館と三日月図書室にあります。

2007.9.19 ～ 10.19 受け入れ分の一部

　
　

早
期
発
見
者
は
家
族
で
す
！　
　
　
　
　
　

  

も
の
忘
れ
が
始
ま
っ
た



26

南光歯科保健センター
◆受　付　土・日・祭日を除くいずれも午前
　　　　　  ８時３０分から午後５時まで
◆診察日　毎週木曜日と金曜日午前９時
　　　　　 から午後５時まで
◆歯科衛生指導日　
　土・日・祭日を除く午前９時から午後５時
　佐用町下徳久 1005 番地 1（南光文化センター内）
　　　　　☎７８- １１８０（いい歯を）

　今年は寒い冬でしょうか？暖冬でしょうか？
　どちらにせよ、冷え性にはつらい季節の到来です。
　冷え性は血行障害からくる症状です。手足が冷た
い、腰が冷える、寒くて眠れないなど人によって症
状はさまざまです。この症状は他の疾患からくる場
合もありますが、ほとんどが血管を収縮・拡張させ
て熱をコントロールする自律神経が変調を起こして
いたり、ホルモンバランスの乱れによる血行障害で
す。
　症状の改善や予防に大切なことは全身の生理作用
を高め、体をあたためることです。
＊食生活で気をつけること
　血行促進と保温作用のあるビタミン類、保温を助
けるたんぱく質を十分に摂取しましょう。
○カロテン（ビタミンＡ）
　冬至に食べるかぼちゃはカロテン（ビタミンＡ）
が豊富です。ほうれん草やニラもカロテンのほかビ
タミン C 類も多く含み、常食するとより効果的です。
○ビタミンＢ群
　肉類なら豚肉、豆類や玄米などに多く含まれます。
○ビタミンＣ
　冬にとれる野菜類（白菜・大根・ねぎなど）はビ

タミン C の宝庫です。ビタミン C は水に溶けやすい
ビタミンなので、鍋や
煮物などで汁ごと食べ
られる料理法で食べま
しょう。
○ビタミンＥ
　血行促進にかかせないＥ類は、背の青い魚やアー
モンドなどの種実類に多く含まれています。また納
豆も豊富なうえ、ナットウ菌は血液を固まりにくく
するのでさらに効果的です。
○たんぱく質
　体の保温を助けるのがたんぱく質です。血液の状
態をよくする鉄分や必須アミノ酸が多い牛肉などの
肉類や魚から摂取するといいでしょう。
○薬味や香辛料を上手に使いましょう。
　唐辛子に含まれるカプサイシンという物質は毛細
血管の血液循環をよくします。にんにく・ねぎなど
は胃腸の働きを促進し、体を温める効果があります。
毎日の入浴や、マッサージ、適度な運動で血行をよ
くする心がけも大切です。
　寒い季節、少しでも過ごしやすいように工夫しま
しょう。

冷え性対策はじめましょう !! 

★献血のお願い★

     
 
　   9:30 ～ 11:30　役場上月支所
　 13:00 ～ 13:45　祐あいホーム上月
　 14:30 ～ 15:30　㈱協成

　■お問い合わせ　
　　　健康課　　☎８７- ８０２０

11月19日（月）

      
　

鎌
本
み
よ
さ
ん
（
鎌
倉
）
が
百

歳
を
迎
え
ら
れ
、
庵
逧
町
長
が
訪

問
し
、
長
寿
祝
金
と
記
念
品
、
花

束
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

鎌
本
さ
ん
は
と
て
も
お
元
気

で
、
訪
問
者
や
家
族
か
ら
暖
か
い

祝
福
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
町
内
で
10
月
末
現
在
、

百
歳
以
上
の
高
齢
者
は
16
人
に
な

り
ま
し
た
。

百
歳
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た　

ご
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

いつまでもお元気で
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　★すくすく健康相談
　　　　　（平成 19 年５月生まれ）

　　　１１月９日（金）13：30 ～

★ヨチヨチ健康相談    （平成 18 年 11 月生まれ）
　　１１月１６日（金）13：30 ～

★3歳児健診（平成16年9月～平成16年10月生まれ）
　　１１月２１日（水）13：00 ～

★４カ月児健診　　　　   （平成 19 年 7 月生まれ）
　　１１月２６日（月）13：30 ～

★０歳児クラス                  （２ヵ月～１歳未満）
　　１２月３日（月）　２カ月～６カ月児　10：00 ～ 11：30
　　　　                  　７カ月～１歳未満児　10：30 ～ 12：00

★ぱくぱく離乳食教室
　　　　　　　（すくすく健康相談後～１歳５カ月未満）
　　１２月７日（金）10：00 ～
※いずれも場所は上月保健福祉センター

　

　口腔乾燥は、だ液の分泌が悪くなり口の中が乾燥
する状態です。原因はさまざまですが、口呼吸やだ
液腺疾患、放射線治療や薬物による副作用、内分泌
や代謝異常、精神的な不安、緊張や怒りなどがあり
ます。
　特に高齢になるにつれてだ液腺の働きが低下する
ことや、薬の影響などから口の渇きを感じるケース
が増えてきます。口の中が乾燥すると、むし歯にな
りやすくなります。
　また、口の中の粘膜が乾燥して、切れやすくなっ
て出血しやすくなると、入れ歯もうまく装着できな
くなります。
　さらには、食べ物を噛むことや飲み込むことが、
上手にできなくなったり、味覚の異常、会話の障害
などもおこってきます。
　治療法としては、だ液の分泌を促進するために食
べ物をよく噛んだり、食事中にお茶を飲むなどの水
分補給につとめたり、ひどい場合は人口だ液の使用

などがあります。
　歯の本数が減ると噛みにくくなり、噛む刺激が減
るとだ液の分泌も低下します。だ液の分泌を促すた
めにも歯を維持し、歯を失ったら入れ歯を入れてしっ
かり噛むようにしましょう。
予防のポイント
１．こまめに水分を補給する。
２．うがいの回数を増やし、
　　口の中を清潔に保つ。
３．室内の温度・湿度に気を
　　つける。
４．噛む回数を増やす。
５．歯科医師に相談する。

赤ちゃんとママの行事佐用健康福祉事務所

行事カレンダー（11 月 10 日～ 12 月 9 日分）

●ディ・ケア ( 精神障害者社会復帰訓練事業 )
　　13 日（火）13:30 ～ 15:30
●こころのケア相談（要予約）
　　15 日（木）14:00 ～ 17:00　
●専門的栄養相談（要予約）
　　20 日（火）10:00 ～ 11:30
●犬の引き取り
　　21 日（水）10:00 ～ 10:30
●ディ・ケア ( 精神障害者社会復帰訓練事業 )
　　22 日（木）13:30 ～ 15:30
●あさぎり家族会 ( 精神障害者家族会 )　　
　　28 日（水）13:30 ～ 16:00　
●犬の引き取り
　　12 月５日（水）10:00 ～ 10:30
●思春期精神保健相談（要予約）
　　12 月６日（木）14:00 ～ 17:00　
　※いずれも場所は佐用健康福祉事務所
■お問い合わせ　
　　佐用健康福祉事務所　　☎８２- ２６２１

   口
こうくうかんそうしょう

腔乾燥症 ( ドライマウス )

携帯電話でもご覧いただけます。
　ＱＲコード対応の携帯電話のカメラで、右のＱＲコー
ドを読み込んで町ホームページアドレスに接続してく
ださい。
※詳しい撮影方法は各携帯電話の取り扱い説明書をご確認ください。
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明るく楽しい話題がありま
したら広報係までお知らせ
ください。

　１０月１２日に江川小学
校グラウンドで、国鳥のき
じを増やそうと、兵庫県猟
友会佐用支部（嶋本昭彦支
部長）主催のきじの放鳥が
行われました。江川小学
校全児童６６人によって、
１２羽のきじが放たれ、大
空に元気よくはばたいてい
きました。

はばたけ大空へ　　　　　　   － 江川小学校きじの放鳥 －

　１０月２３日に、
県立佐用高等学校
生徒会（船曳潮生
徒会長）１７名と
佐用ライオンズク
ラブ（四方田義夫
会長）会員が、佐
用警察署の協力で
カーブミラーの清
掃を行いました。
　これは、地域の交通安全のために行ったもので、
３班に分かれてカーブミラーをていねいに清掃し
ました。

ピカピカに　 －  佐用高校生徒会・佐用ライオンズクラブ  －

交通安全を願って

　１０月４日に口
長谷の田で利神小
学校５年生２１名
が稲刈りを行いま
した。毎年、５年
生の総合学習で、
もみまきから田植
え、除草、収穫、
脱穀までの米作りを体験しています。
　秋晴れの中、地域のかたがたの協力のもと、参
加した子どもたちは、額に汗をにじませながら手
刈りした稲をはぜ木にかけていきました。

一生懸命に稲刈り　　　　  －  利神小学校５年生  －

手刈りした稲をはぜ木に

元気いっぱい飛び立ちました

　１０月１１日、
徳 久 小 学 校 ５、
６年生３２名が
江見一昭さん（林
崎）の田で稲刈
り体験を行いま
した。
　この日、児童
らは、総合学習
の時間として昔ながらの手作業による稲刈りを、江
見一昭さんや林崎の有志のかたの指導と協力で、体
験することができました。

いきいきと農作業体験　－  徳久小学校５、６年生  －

笑顔で稲刈り

　毎年恒例となって
いる、上月連合老人
クラブ（大下一之会
長）の奉仕作業が、
10 月 12 日に上月保
健福祉センター及び
上月グラウンド周辺
で行われました。
　この奉仕作業は年
２回、町内の公共施設を中心に長年にわたり行われ
ています。
　当日は、秋晴れの大変良い天気にも恵まれ、参加
者はそれぞれすがすがしい奉仕の汗を流しました。

恒例の奉仕作業 　－    －

上月保健センター周辺での作業
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　１０月１０日に、生活研究グループほほえみ会（井口美子会長・口長谷）のメンバー９人が町長室を訪れ、
「農山漁村いきいきシニア活動表彰最優秀賞（農林水産大臣賞）」受賞の報告を行いました。
　これは、農山漁村地域のいきいきとしたシニア活動を展
開している団体に贈られるものです。
　ほほえみ会は昭和４８年の結成以来、味噌、漬物づくり
や、こんにゃくやきな粉などの加工品、特産品づくりに取
り組みながら、地域内外の保育園児や小学生の農作業体験
を受け入れ、地域の産物を子どもたちに理解させる活動な
どを積極的に行ってきました。
　井口会長は「これまでの取り組みを評価していただき、
とてもうれしいです。これもすべて地域のみなさんに支え
ていただいたおかげです。ありがとうございます。これか
らもみんなで元気に頑張っていきます」と話してくれまし
た。

農山漁村いきいきシニア活動表彰「最優秀賞」受賞         － ほほえみ会 －

　１０月６日にさよう文化情報センターギャラリーで、平成
１９年度更生保護女性会西播ブロック研修会が開催されまし
た。
　西播磨各地から総勢７６人の参加のもと、昭和３４年に皇后
陛下より更生保護関係者に賜った「御歌」の合唱に始まり、佐
用町更生保護女性会森田美惠子会長のあいさつ、庵逧典章佐用
町長ら来賓のあいさつがありました。
　続いて、前佐用保護区保護司会会長の石黒弘祐さんが「二つ
の目」と題して講演、ビデオ「オヤジのひとこと」を鑑賞し、
その後、時代に即応した更生保護女性会活動に向けた意見交換
を行い、閉会しました。

時代に即応した更生保護女性会活動を     －  更生保護女性会西播ブロック研修会  －

賞状を手にする「ほほえみ会」のみなさん

保護司歴 52 年の石黒弘祐さんの講演

　１０月２４日、徳平自治会（小林晴良会長）が皇居賢所
において新嘗祭献穀（にいなめさいけんこく）を行いました。
　今回、皇居まで持参し、献穀したのは粟五合（約 0.9 リッ
トル）です。
　徳平集落はこの日に備え、６月に２アールの田への播種
から今日まで粟造りに専念してきました。
　土作りからはじまり、播種・病害虫駆除、除草などてい
ねいな手作業での苦労がうかがえます。
　９月２５日には、約 20 名による手作業による脱穀作業が
行われ、また、１０月１５日にはピンセットで一粒一粒の
選別を行いこの日を迎えました。

丹精込めた粟を献上     　　　　　　　　　　　　　　    － 徳平自治会 －

ていねいに脱穀作業が行われました
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交通事故、詐欺など被害にあった
のに、検察官がその事件を裁判にか
けてくれない。どうも納得できない。

このような人のために、検察官の
処分が正しかったかどうかを審査す
る「検察審査会」があります。

審査員は、選挙権を持っているみ
なさんの中から「くじ」で選ばれます。

審査員に選ばれたときには、ご協
力をお願いします。
■お問い合わせ

神戸地方裁判所姫路支部内
姫路検察審査会事務局
　☎０７９- ２２３- ２７２１

10 月 20 日現在（　）内は前月比

おお誕生おめでとう
９月 21 日から 10 月 20 日届出分　敬称略

         氏　名     　 保護者     自治会

悔お悔お悔やみ申し上げます

１１月６日～１２月 5日

人の人ののうごき

９月 21 日から 10 月 20 日届出分　敬称略
人　口　２１，１５２人（－１３）２１，１５２人

　　　　　男 １０，０９３人   （　　１）男 １０，０９３人   （　
　　　　　女 １１，０５９人   （－１４）女 １１，０５９人   （－

世帯数　　７，３５０戸（　－７）数　　７，３５０戸（　－

　１０月月中の移動
      出生 　　８人　死亡 　２７人　８人　死亡 　２７
      転入 　３５人　転出 　２９人３５人　転出 　２

１０月から外国人を雇用する場合
のルールが新しくなっています
１．外国人雇用状況の届出
２．雇用管理の改善等に関する指
　　 針の作成
３．不法就労の防止
■お問い合わせ
　龍野公共職業安定所
　　☎０７９１- ６２- ０９８１

月
日
曜
日 内　　　　容 場　　所 時　間

6 火 EM ぼかし講習会 佐用町保健センター 10：00 ～
8 木 高年大学南光教室 南光文化センター 10：30 ～
11 日 第１６回スピカホール音楽祭 スピカホール 13：00 ～
14 水 福祉相談 久崎老人福祉センター 13：30 ～ 16：00

15 木

さわやかトーク
（町長広聴会）

上月支所（要予約） 10：00 ～ 12：00
南光支所（要予約） 13：30 ～ 16：00

佐用郡美術展（～１８日） 佐用勤労者体育センター   9：00 ～
高年大学佐用教室 さよう文化情報センター 10：00 ～

19 月
行政相談 三日月文化センター 13：00 ～ 15：00
献血 本紙Ｐ 26 をご覧ください

21 水
行政相談

本庁舎２階相談室
13：00 ～ 15：00上月支所１階相談室

南光文化センター会議室
高年大学上月教室 上月文化会館 10：00 ～

22 木 弁護士相談 三日月福祉拠点施設 13：00 ～ 15：30
23 金 星空のあるまちづくりフォーラム 本紙Ｐ 12 をご覧ください
25 日 生涯学習フェスタ兼ＰＴＣＡ実践発表会 さよう文化情報センター 13：00 ～

知っておきたい
検察審査会

（平成１９年１０月３１日発効）

兵庫県最低賃金 時間額
６９７円

★産業別最低賃金は現在審議中です。
■お問い合わせ　
　兵庫労働局労働基準部賃金課

☎０７８- ３６７- ９１５４

製造事業所のみなさまへ

工業統計調査

１２月中旬から調査員がお伺いします。
本年の調査から調査項目の一部を

改正しましたので、調査票の記入にあ
たってはご注意ください。

～ご協力をお願いします～

経済産業省・兵庫県・佐用町

平成１９年１２月３１日

氏    名　　  年齢      自治会



31

　小学生を対象とし
た少年軟式野球クラ
ブを設立します。野
球を通じて、心身を
鍛え、楽しくスポー
ツしてみませんか。
■活動の目的
①野球を通じて近隣地域の児童の親
　睦と交流を図る。
②教育的な配慮のもとに、体力、技
　術の向上と、規律正しい明朗な社
　会人の育成に努める。
■募集内容
　佐用町内の小学２年生から５年生
　の男子。
■活動内容
　基礎練習、練習試合、各支部が主
　催する大会・行事への参加、レク
　リエーションなど
■活動開始時期
　平成２０年３月予定
■申込み期限
　１２月２０日（木）まで
　　　（以降は随時受付）
■申込み方法
　電話または、ファクシミリでお申
　し込みください。
■その他
　申込みいただいたかたには、平成
　２０年２月ごろに説明会を行いま
　す。
■お申し込み・お問い合わせ
　鎌井清和（東徳久）
　☎ ７８- ０４８２

携帯 ０９０・３６５６・９７７０
　FAX ７８- ０５４２

■受付期間　
　１１月３０日（金）～
　１２月１９日（水）まで
■第 1 次試験 
      平成２０年 1 月１９日（土）
■試験の方法

第１次試験：教養試　
　験及び論文試験
■お問い合わせ
　試験区分・受験資格
など詳しい受験資料は、
兵庫県内の各警察署及

び兵庫県警察本部の受付窓口に備え
付けています。県警察のホームペー
ジ（http://www.police.pref.hyogo.
jp/shokuin/keikan/annai3/index.
htm）でも、警察官採用に関するご
案内をしています。

兵庫県では、施策や事業の立案な
どについて、インターネットでご意
見をいただけるかたを募集していま
す。いっしょに県政について考えて
みませんか？
■応募資格

兵庫県内にお住まい又は在勤・在
学されており、パソコンを使用で
きる１８歳以上のかた。

※常勤の本県職員（教員、警察官含
む）と県議会議員は除く

■活動内容
みなさんに身近な県政課題などに

関するアンケート調査（年４回程度）
にお答えいただきます（謝礼はあり
ませんが、県の最新情報をメールマ
ガジンでお届けします）。
※モニター登録後、直近に行うアン

ケート調査からご参加いただくこ
ととなります。

■応募方法
県民モニター募集ページ
　http://web.pref.hyogo.jp/ac20/
　　　　monitor.html

■お問い合わせ
兵庫県広聴課広聴係
　☎０７８- ３６２- ３０２１

■対象者
・自衛隊生徒 ･･･ 中卒（見込含）　

１７歳未満の男子
・２等陸海空士 ･･･ １８歳以上２７

歳未満の男子
■受付期間
・自衛隊生徒…１１月１日（木）～

平成２０年１月８日（火）
・２等陸海空士 ･･･ 年間通じて受付
■試験日（１次）
・自衛隊生徒 ･･･ 第 1 次：平成２０

年１月１２日（土）
・２等陸海空士（男子）･･･ 受付時

にお知らせします
■お問い合せ

自衛隊兵庫地方協力本部相生地域事務所
　☎０７９１－２３－２７５０

佐用町少年軟式野球
クラブ会員募集

「県民モニター」募集
佐用町役場 (代表）　       ☎  82-2521

FAX 82-0131
総務課　　　　　　　　☎ 82-2549
兵庫県広聴課広聴係

☎078-362-3021
姫路検察審査会事務局
　　　　　　　　   ☎079-223-2721
兵庫労働局労働基準部賃金課
　　　　　　　　   ☎078-367-9154
自衛隊兵庫地方協力本部相生地域事務所
　　　　　　　　   ☎0791-23-2750
龍野公共職業安定所  ☎ 0791-62-0981

11月 30日（金）です

※納期限を過ぎた場合は、督促状
　を発行します。
　また、納期限から納付日までの
　延滞金（年率 14.6％）も納めて
　いただくことになります。

国民健康保険税第５期分
の納期限は

―  今月の納税相談日   １１月２６日（月）―
受付時間：午前 8時 30 分～午後 5時
受付場所：役場本庁舎税務課
災害・盗難・疾病・失業や廃業など

によって納期限までに町税及び国保税
が納められない場合は、納税相談に応
じます。
■お問い合わせ
　税務課収納係　☎８２-０６６２

介護保険料（普通徴収）第 5期分の
　　納期限は１１月３０日（金）です

■お問い合わせ

　　　健康課　☎８７- ８０２０

平成 19年度　第 3回
兵庫県警察官募集

自衛隊生徒
・２等陸海空士募集



電子回路も作ります
　西はりま天文台公園では、
観測に必要な機械（望遠鏡や
カメラ）の性能を上げて競争
力をつけるために、日夜、技
術開発も行っています。機器
開発は業者に委託することも
できますが、大掛かりな機
器はともかく、細部に入る
と、かゆいところに手が届く
ような開発は難しいのが悩みの種です。業者に頼むと制
御モジュールや制御ソフトは造り付けのものになり、後
になって思い通りに修正を加えるのは容易ではありませ
ん。そこで天文台で回路設計・試作の実力をつけること
にしました。ほぼ１年をかけて、７月に手作りのマイコ
ン回路でネットワーク越しにモーターの回転を制御でき
るようになりました。この回路は観測装置組み込み用と
して量産（といっても１０個程度）されます。西はりま
天文台オリジナル基板の第一号です。
　　　　　西はりま天文台　主幹研究員　圓谷文明
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天文クイズ
モーターの種類の名前として間違っているものはどれ？
　（1）ステッピングモーター　（2）スッピンモーター
　（3）サーボモーター

先月のクイズの答え　 (2) スーパーノバ

　音楽が大好きな
２人。曲が流れる
と、歌ったり、踊っ
たりしてくれま
す。
　２月には、家族
が増えてますます
賑やかになりそう
です。赤ちゃんが
産まれたらかわい
がってあげてね。
　頼んだよ、かわ
いいお兄ちゃん、
お姉ちゃん。

父さん、母さんより

編集・発行 /佐用町役場　広報委員会 〒679-5380　兵庫県佐用郡佐用町佐用 2611 番地 1 ☎ 0790-82-2521( 代 )
上月支所：  ☎ 0790-86-0331( 代 )　FAX.0790-86-0793
南光支所：  ☎ 0790-78-0101( 代 )　FAX.0790-78-1225　
三日月支所：  ☎ 0790-79-2001( 代 )　FAX.0790-79-3633

FAX 0790-82-0131

●ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.town.sayo.lg.jp　● E ﾒｰﾙ machizukuri@town.sayo.lg.jp

【応募方法】はがきまたはFAX・ﾒｰﾙで住所、氏名、年齢、電話番号、
答えを記入し役場まちづくり課まで送ってください。正解者のなかか
ら抽選で３人のかたに景品を送ります。なお、発表は景品の発送をもっ
て当選者のかたにお知らせします。

明るく楽しい話題がありま
したら広報係までお知らせ
ください。

　９月下旬に井平博さん（平福上町）宅の梅の
木に、季節はずれの白い花が咲き誇りました。
　例年は、３月ごろに花を咲かせて結実してい
るのですが、今年は異常気象の影響か９月２３
日ごろから開花し始めました。
　井平さんは「梅の木が開花し始めて３５年ぐ
らいになりますが、この時期に開花したのは初
めてで驚いています。今年は親子三代で、地域
のお祭りにも参加させていただきますので、花
が咲いたことはわが家にとって良いことの前兆
ではないかなと考えています」と笑顔で話され
ていました。

 梅の花が満開に
　　　　　　- 井平博さん（平福上町）宅 -

手作りの試作基板による
モーター制御実験装置
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